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『
明
教
新
誌
』
所
収
・
明
治
十
二
年
真
言
宗
本
末
共
同
会
議
傍
聴
録
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
翻
刻
・
注
記
を
中
心
と
し
て
―

上
野　

康
弘　

一
、
は
じ
め
に

明
治
十
二
年
四
月
、
明
治
政
府
（
内
務
省
）
は
真
言
宗
に
対
し
て
一
宗
一
管
長
に
す
べ
き
達
を
出
し
た
。
そ
の
達
書
を
承
け
て
新
義
古
義

の
僧
侶
有
志
は
真
言
宗
を
統
一
す
る
た
め
の
宗
制
素
案
を
作
成
し
、
ま
ず
は
大
本
山
住
職
ク
ラ
ス
の
僧
侶
が
京
都
・
智
積
院
に
集
結
、
六
～

七
月
に
か
け
て
素
案
の
審
議
に
あ
た
っ
た
。
次
に
十
一
～
十
二
月
に
か
け
て
本
山
と
地
方
寺
院
の
住
職
が
東
京
・
霊
雲
寺
に
集
い
、
別
の
議

案
を
審
議
検
討
。
両
会
議
の
議
決
内
容
は
『
大
会
議
条
款
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
１

、
翌
十
三
年
五
月
に
は
『
真
言
宗
成
規
章
程
』
が
政
府
か

ら
認
可
さ
れ
た
２

。
両
会
議
の
う
ち
、
前
者
の
会
議
を
本
山
会
議
、
後
者
を
本
末
共
同
会
議
と
言
う
。
そ
し
て
二
つ
の
会
議
を
併
せ
て
大
成

会
議
と
言
い
、
後
に
第
一
大
成
会
議
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
詳
細
を
示
せ
ば
次
の
如
き
で
あ
る
。

明
治
十
二
年
大
成
会
議

・
本
山
会
議

場
所
：
智
積
院

出
席
者
：
真
言
宗
各
本
山
々
主
、
各
山
総
代
五
十
一
名
、
幹
事
三
名
、
書
記
二
名
、
主
任
四
名
、
計
六
十
名

日
数
：
六
月
一
五
日
～
七
月
五
日
（
六
日
は
管
長
選
挙
）３

確
定
事
項
：	

御
遺
告
に
基
づ
き
宗
制
を
一
に
す
る
件
、
一
宗
本
末
の
権
限
を
確
定
す
る
件
、
学
階
を
沿
革
す
る
件
（
計
三
ヶ
条
）、

お
よ
び
三
十
節
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・
本
末
共
同
会
議

場
所
：
霊
雲
寺

出
席
者
：
各
府
県
の
住
職
（
末
派
総
代
＋
六
級
以
上
の
住
職
4
）
五
十
二
名
＋
十
二
名
５

、
本
山
総
代
十
四
名
、
そ
れ
に
主
任
長
一
名
、

主
任
四
名
、
幹
事
四
名
、
書
記
四
名
の
計
九
十
一
名

日
数
：
十
一
月
十
日
～
十
二
月
十
六
日

確
定
事
項
：	
宗
意
安
心
を
一
体
し
布
教
の
体
裁
を
一
に
す
る
件
、
宗
規
を
厳
立
し
僧
風
を
釐
正
す
る
件
、
な
ど
七
ヶ
条
（
議
案
は

当
初
、
六
ヶ
条
で
あ
っ
た
）
数
十
節

新
義
古
義
の
共
同
体
制
は
こ
れ
以
降
、少
な
く
と
も
明
治
二
十
九
年
ま
で
は
続
く
。も
ち
ろ
ん
そ
の
間
に
新
古
分
離
や
画
一
の
論
争
は
度
々

起
き
て
い
る
が
、
一
宗
体
制
は
明
治
二
十
九
年
ま
で
な
ん
と
か
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

『
密
教
大
辞
典
』、『
真
言
宗
年
表
』、
あ
る
い
は
日
本
の
密
教
史
概
説
書
な
ど
を
繙
け
ば
、
明
治
十
二
年
に
当
会
議
が
開
か
れ
た
こ
と
は
分

か
る
６

。
ま
た
『
明
治
仏
教
思
想
資
料
集
成
』
に
お
い
て
は
『
大
会
議
条
款
』
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
の
全
貌
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
議
事
録
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
現
在
、
会
議
中
に
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
今
回
、
幸
い
に
も
明

治
期
に
発
行
さ
れ
て
い
た
仏
教
雑
誌
『
明
教
新
誌
』（
以
下
、『
明
教
』
と
略
）
に
そ
の
会
議
内
容
の
一
部
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
誰
が
何
を
、
し
か
も
ど
の
よ
う
な
議
論
を
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
一
端
が
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

筆
者
は
こ
の
記
事
を
便
宜
上
、
傍
聴
録
と
呼
び
７

、
そ
れ
の
翻
刻
と
注
解
を
行
い
た
い
。

二
、
明
治
十
二
年
ま
で
の
真
言
宗
の
動
向

明
治
維
新
以
降
、
仏
教
界
、
特
に
真
言
宗
の
興
学
・
布
教
活
動
が
活
発
に
な
る
の
は
、
明
治
八
年
五
月
以
降
で
あ
る
。
明
治
維
新
か
ら
五

年
に
か
け
て
は
神
仏
分
離
令
に
よ
り
仏
教
は
排
除
さ
れ
て
い
た
が
８

、
明
治
五
年
以
降
は
政
府
主
導
の
神
仏
合
同
に
よ
る
教
化
政
策
が
実
施

さ
れ
た
。
明
治
八
年
四
月
末
に
そ
の
政
策
が
破
綻
す
る
こ
と
に
よ
り
、
興
学
・
布
教
は
各
宗
派
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
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故
に
真
言
宗
独
自
の
活
動
が
顕
著
に
な
る
の
は
こ
れ
以
降
の
こ
と
で
あ
る
９

。

さ
て
真
言
宗
は
新
古
合
同
の
体
制
で
興
学
・
布
教
を
展
開
し
て
い
た
が
、
徐
々
に
新
古
は
別
々
の
道
を
歩
み
始
め
る
。
ま
ず
明
治
九

年
八
月
に
は
長
谷
寺
に
豊
山
大
学
林
を
、
智
積
院
に
智
山
専
門
学
林
西
校
・
東
校
を
、
金
剛
峯
寺
に
高
野
山
大
学
林
を
設
立
（『
明
教
』

三
三
二
、四
八
六
、四
九
七
）。
明
治
十
年
二
月
に
は
新
古
分
離
の
噂
も
立
つ
（『
明
教
』
四
二
一
）。
明
治
十
一
年
三
月
十
日
に
は
、
新
古
諸

山
の
臨
時
会
議
が
開
か
れ
た
。
そ
れ
以
降
、
京
都
府
下
の
醍
醐
寺
や
仁
和
寺
な
ど
が
独
立
を
模
索
し
始
め
、
五
月
二
十
日
に
は
、
布
教
上
の

都
合
と
し
て
、
仁
和
寺
、
大
覚
寺
、
広
隆
寺
、
神
護
寺
、
法
相
宗
法
隆
寺
、
同
薬
師
寺
、
律
宗
西
大
寺
、
同
唐
招
提
寺
な
ど
が
合
同
し
て
西

部
真
言
宗
を
建
て
た
。
そ
し
て
十
二
月
末
に
は
、
当
時
、
宗
教
を
管
掌
し
て
い
た
内
務
省
か
ら
新
古
が
分
離
し
管
長
別
置
す
る
こ
と
の
許
可

を
受
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
真
言
宗
は
、
明
治
十
一
年
末
の
時
点
で
西
部
真
言
宗
、
新
義
派
、
真
言
宗
（
＝
高
野
山
と
東
寺
）
の
三
派

に
分
立
し
て
い
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。

三
、
明
治
十
二
年
に
お
け
る
真
言
宗
の
動
向

し
か
し
新
古
の
僧
侶
有
志
が
こ
の
事
態
を
憂
い
、
一
宗
一
管
長
と
す
べ
く
画
策
し
た
よ
う
だ
。
そ
の
経
緯
は
管
見
の
限
り
不
明
で
あ
る
。

結
果
と
し
て
、
明
治
十
二
年
四
月
三
十
日
付
で
内
務
省
よ
り
真
言
宗
、
新
義
派
、
西
部
の
各
管
長
に
宛
て
て
以
下
の
達
（
内
務
省
達
戊
第
二

号
）
が
発
せ
ら
れ
た
。

其
宗
各
部
派
分
離
管
長
別
置
を
廃
し
自
今
一
宗
一
管
長
を
相
定
め
候
条
此
旨
相
達
候
事
。
但
管
長
の
儀
は
宗
内
の
協
議
に
任
せ
輪
次

交
番
致
す
べ
き
事
。

こ
れ
を
受
け
五
月
二
日
に
は
上
野
相
憲
10
、
高
志
大
了
11
、
五
古
快
全
12
、
吉
堀
慈
恭
13
、
菅
覚
阿
14
、
大
崎
行
智
15
、
高
岡
増
隆
16
各

師
の
連
署
で
「
追
っ
て
協
議
を
行
い
管
長
の
選
定
を
行
う
こ
と
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
霊
雲
寺
に
仮
事
務
所
を
設
置
す
る
こ
と
（
取
意
）」
な

ど
が
番
外
達
さ
れ
た
（『
明
教
』
八
〇
五
）。
六
月
十
五
日
か
ら
七
月
五
日
に
亘
り
智
積
院
に
て
本
山
会
議
が
行
わ
れ
、
綱
領
三
ヶ
条
、
細
目
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三
十
節
が
確
定
さ
れ
た
こ
と
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

本
山
会
議
終
了
後
は
、
さ
ら
に
一
宗
会
議
を
行
い
三
ヶ
条
三
十
節
を
大
成
す
る
予
定
で
あ
っ
た
17
。
行
智
、
覚
阿
、
慈
恭
、
快
全
は
宗
制

改
革
委
員
に
命
ぜ
ら
れ
宗
制
の
編
成
を
行
う
（『
明
教
』
八
四
一
）。
し
か
し
末
派
か
ら
問
議
が
絶
え
な
い
た
め
九
月
二
十
五
日
付
で
各
府
県

の
末
派
総
代
を
集
め
、
先
に
確
定
さ
れ
た
三
ヶ
条
三
十
節
と
、
さ
ら
に
議
目
六
条
を
加
え
て
、
十
一
月
十
日
よ
り
湯
島
・
霊
雲
寺
に
て
大
会

議
を
行
う
こ
と
を
通
知
し
た
（『
明
教
』
八
七
五
）。

そ
の
六
議
案
と
は
、

第
一　

宗
意
安
心
を
一
体
し
併
せ
て
布
教
の
体
裁
を
一
に
す
る
件

第
二　

宗
規
を
厳
立
し
僧
風
を
釐
正
す
る
件

第
三　

大
教
院
及
び
同
出
張
所
の
役
員
選
挙
方
法
并
に
人
員
制
限
の
件

第
四　

宗
費
生
徴
募
方
法
及
び
人
員
見
込
の
件

第
五　

教
費
及
び
学
資
の
課
出
方
法
を
一
体
す
る
件

第
六　

各
地
方
教
導
取
締
を
廃
し
更
に
中
本
寺
以
上
の
者
を
し
て
管
掌
せ
し
む
る
件

で
あ
っ
た
。
ま
た
十
月
下
旬
に
は
釈
雲
照
18
が
改
革
委
員
に
任
命
さ
れ
る
（『
明
教
』
八
七
六
、八
八
六
、八
八
九
）。

な
お
九
月
二
十
五
日
付
の
末
派
向
け
達
書
は
地
方
寺
院
に
誤
解
を
招
い
た
。
本
山
側
は
前
会
議
の
三
ヶ
条
三
十
節
を
確
定
事
項
と
見
做
し

つ
つ
も
、
今
回
の
六
ヶ
条
と
と
も
に
審
議
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
地
方
で
は
そ
の
よ
う
に
は
解
さ
な
い
。
三
ヶ
条
三
十
節

は
す
で
に
確
定
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
全
く
議
論
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
、
あ
る
い
は
逆
に
三
ヶ
条
三
十
節
を
末
派
を
含
め
て
ゼ
ロ
か
ら
審
議

し
直
す
の
だ
ろ
う
と
解
釈
す
る
。
ど
ち
ら
の
解
釈
に
せ
よ
、
結
局
、
末
派
は
三
ヶ
条
三
十
節
を
確
定
事
項
と
し
て
で
は
な
く
、
再
度
審
議
す

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
本
山
は
地
方
議
員
に
対
し
改
め
て
達
（
十
月
三
十
日
付
）
を
出
し
、
こ
の
よ
う
な
理
解
で
あ
れ
ば
、

十
一
月
十
日
か
ら
始
ま
る
会
議
自
体
が
遅
れ
て
し
ま
う
か
ら
、
誤
解
せ
ぬ
よ
う
に
―
つ
ま
り
三
ヶ
条
三
十
節
を
確
定
事
項
と
み
な
す
こ
と
―
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と
注
意
を
促
し
て
い
る
（『
明
教
』
八
九
二
）。

な
お
土
宜
法
龍
19
は
会
議
直
前
、『
明
教
』（
八
九
七
、
明
治
十
二
年
十
一
月
十
二
日
刊
）
に
投
稿
し
次
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
る
。
そ
れ

は
六
月
に
確
定
さ
れ
た
議
目
も
地
方
の
末
派
に
も
う
一
度
問
う
べ
き
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
20
。
彼
も
ま
た
三
ヶ
条
三
十
節
を
再
度
審
議
す

べ
き
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
法
龍
は
十
一
月
か
ら
始
ま
る
会
議
に
出
席
し
て
い
る
。
今
回
翻
刻
し
た
傍
聴
録
に
お
い
て
も
彼
の
意
見
が

散
見
さ
れ
、
本
山
と
地
方
の
本
末
共
同
論
を
頻
り
に
主
張
し
て
い
る
点
は
見
逃
せ
な
い
（
た
だ
し
後
述
す
る
如
く
、
会
議
中
の
主
張
は
ど
の

議
案
を
共
同
で
議
論
す
べ
き
か
で
彼
の
見
解
に
揺
れ
が
あ
る
）。

四
、
傍
聴
録
の
分
析

先
述
し
た
よ
う
に
、
十
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
会
議
は
六
議
案
が
審
議
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
傍
聴
録
に
記
録
さ
れ
た
内
容
は
、
十
一
月

十
一
日
～
十
三
日
ま
で
、
第
一
条
の
「
宗
意
安
心
を
一
体
し
併
せ
て
布
教
の
体
裁
を
一
に
す
る
件
」
の
一
部
で
あ
る
。
会
議
は
十
一
月
十
一

日
か
ら
十
二
月
十
六
日
ま
で
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
か
ら
、
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
最
初
の
一
部
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

・
主
な
登
場
議
員

な
お
会
議
は
議
員
番
号
の
み
で
や
り
取
り
さ
れ
て
い
た
模
様
で
、
傍
聴
録
で
は
議
員
番
号
と
そ
れ
に
対
応
す
る
議
員
の
発
言
が
記
録
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
よ
っ
て
傍
聴
録
を
追
う
だ
け
で
は
、
議
員
が
誰
な
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
し
『
明
教
』
で
は
、
傍
聴
録
と

は
別
に
、
議
員
番
号
と
議
員
名
の
対
応
を
明
記
し
た
記
事
が
存
在
す
る
。
今
は
そ
れ
を
参
照
し
つ
つ
、
傍
聴
録
に
主
に
登
場
す
る
議
員
の
名
、

そ
の
議
員
の
会
議
時
身
分
、
明
治
十
二
年
時
の
教
導
職
階
級
と
年
齢
を
挙
げ
て
お
く
。

番
外
一
番
―
釈
雲
照
（
主
任
長
、
大
講
義
、
五
十
三
歳
）

番
外
二
番
―
大
崎
行
智
（
主
任
、
権
中
教
正
、
四
十
一
歳
）

番
外
四
番
―
吉
堀
慈
恭
（
主
任
、
権
少
教
正
、
三
十
六
歳
）
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番
外
五
番
―
五
古
快
全
（
主
任
、
権
少
教
正
、
五
十
四
歳
）

一
番
―
高
岡
増
隆
（
六
級
以
上
議
員
、
和
歌
山
県
無
量
寿
院
・
権
中
教
正
、
五
十
七
歳
）

六
番
―
上
野
相
憲
（
議
長
、
栃
木
県
鶏
足
寺
・
権
少
教
正
、
四
十
八
歳
）

七
番
―
高
志
大
了
（
六
級
以
上
議
員
、
愛
媛
県
石
手
寺
・
権
少
教
正
、
四
十
六
歳
）

十
一
番
―
原
最
峻
（
末
派
総
代
議
員
、
堺
県
管
明
院
・
中
講
義
、
略
歴
不
明
）
21

二
十
四
番
―
佐
伯
妙
用
（
六
級
以
上
議
員
、
堺
県
法
花
寺
・
近
衛
高
鳳
代
理
、
大
講
義
、
三
十
一
歳
）
22

三
十
六
番
―
土
宜
法
龍
（
末
派
総
代
議
員
、
埼
玉
県
歓
喜
院
副
住
職
・
権
中
講
義
、
二
十
六
歳
）

五
十
三
番
―
九
会
大
恵
（
本
山
議
員
、
和
歌
山
県
金
剛
峯
寺
代
理
、
中
講
義
、
略
歴
不
明
）
23

五
十
九
番
―
陰
山
徹
雅
（
本
山
議
員
、
大
覚
寺
代
理
、
中
講
義
、
略
歴
不
明
）
24

四
十
八
番
―
服
部
鑁
海
（
六
級
以
上
議
員
、
和
歌
山
県
五
智
院
・
楠
玉
諦
代
理
、
中
講
義
、
三
十
四
歳
）
25

・
議
論
の
要
約

こ
こ
で
議
論
の
流
れ
を
日
毎
に
要
約
し
て
お
く
。

十
一
月
十
一
日

午
後
一
時
よ
り
会
議
始
ま
る
。
第
一
条
と
、
第
一
節
か
ら
の
議
論
が
行
わ
れ
る
。
た
だ
し
第
一
条
全
体
に
対
す
る
意
見
や
、
あ
る
い
は
文

言
に
対
す
る
細
部
の
意
見
が
区
別
な
く
バ
ラ
バ
ラ
に
飛
び
交
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
ど
う
す
る
か
が
問
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
ま
ず
は
全
体
を

議
論
し
、
そ
の
後
に
細
部
を
審
議
す
る
こ
と
に
な
る
。

十
一
月
十
二
日

午
前
九
時
半
よ
り
会
議
。
あ
る
議
員
の
宗
派
の
安
心
を
統
一
す
べ
し
と
い
う
意
見
に
対
し
、
高
志
大
了
は
反
対
。
今
は
布
教
の
体
裁
を
統
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一
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
。
ま
た
安
心
は
本
山
で
決
定
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
末
寺
で
議
論
す
べ
き
で
は
な
い
と
述
べ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
土

宜
法
龍
が
六
和
敬
（
後
述
）
と
い
う
理
念
に
基
づ
き
、
本
山
の
諸
碩
徳
を
招
い
て
本
山
と
末
寺
が
等
し
く
議
論
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
た

だ
し
、
こ
こ
で
佐
伯
妙
用
が
本
山
会
議
の
内
容
も
併
せ
て
議
論
す
べ
き
と
主
張
す
る
が
、
法
龍
は
反
対
。
そ
れ
ゆ
え
妙
用
は
自
身
の
説
を
変

更
し
、
当
会
議
で
審
議
す
る
六
議
案
を
本
末
共
同
で
議
論
す
べ
き
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
了
は
こ
の
場
で
安
心
を
統
一
す
る
こ
と
に

同
意
し
な
い
。
大
了
曰
く
、
安
心
は
教
相
上
の
野
根
（
＝
高
野
山
相
承
と
根
来
相
承
）
の
区
別
が
な
く
、
師
資
相
承
に
関
わ
る
こ
と
。
そ
れ

ゆ
え
取
捨
選
択
で
き
な
い
も
の
だ
か
ら
統
一
す
る
必
要
は
な
い
、
と
。
法
龍
は
「
本
山
と
末
派
が
共
に
消
え
か
か
っ
て
い
る
法
灯
に
膏
を
指

し
て
復
活
さ
せ
る
べ
き
」
と
い
う
管
長
の
意
見
を
引
き
説
得
。
結
局
、
法
龍
、
妙
用
側
の
意
見
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
当
会
議
を
本
末

共
同
の
会
議
と
見
な
す
こ
と
に
決
定
す
る
（
→
六
議
案
を
本
末
共
同
で
話
し
合
う
こ
と
に
）。

午
後
一
時
か
ら
再
開
。
番
外
委
員
・
五
古
快
全
が
、
こ
の
会
議
を
本
末
会
議
と
見
な
す
こ
と
が
管
長
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
た
と
通
知
。
ま

た
管
長
は
諸
本
山
の
選
挙
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
か
ら
、
諸
本
山
の
代
理
と
考
え
て
問
題
な
く
、
諸
本
山
を
召
喚
す
る
必
要
は
な
い
、
そ
れ

ゆ
え
当
会
議
を
本
末
会
議
と
見
な
し
う
る
と
判
断
。
こ
れ
に
よ
り
今
ま
で
の
修
正
案
を
廃
棄
し
、
再
び
第
一
条
か
ら
の
議
論
が
始
ま
る
。
第

一
条
は
議
案
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
が
決
定
26
。
次
に
第
一
節
の
審
議
に
進
む
。
こ
こ
で
原
最
峻
が
安
心
の
統
一
に
関
し
て
、
過
去
の
諸
師
達

の
著
作
は
数
多
い
か
ら
初
心
者
は
迷
っ
て
し
ま
う
と
し
、
已
達
が
秘
密
安
心
の
大
意
を
講
じ
る
べ
き
だ
と
主
張
。
服
部
鑁
海
は
天
蘆
懐
円
の

『
安
心
小
鏡
』
頒
布
を
提
案
。
そ
の
後
、
法
龍
な
ど
の
諸
説
に
よ
っ
て
『
安
心
小
鏡
』
を
安
心
の
拠
り
所
と
し
、
さ
ら
に
最
峻
の
説
に
よ
り
、

碩
徳
五
名
以
上
を
投
票
に
よ
っ
て
選
び
、
宗
意
安
心
の
章
を
編
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

十
一
月
十
三
日

五
名
以
上
の
碩
徳
を
選
出
す
る
に
際
し
、
当
会
議
に
不
在
の
も
の
を
選
ぶ
こ
と
に
不
満
の
声
が
あ
っ
た
が
、
法
龍
な
ど
は
そ
れ
を
斥
け
る
。

よ
っ
て
在
不
在
を
問
わ
ず
選
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
引
き
続
き
第
一
節
の
審
議
。
原
案
の
語
句
に
つ
い
て
の
意
見
が
い
く
つ
か
出
る
。
結
果
、

現
行
『
条
款
』
記
載
通
り
の
第
一
節
と
な
る
27
。

午
後
一
時
二
十
分
よ
り
再
開
。
第
二
節
の
審
議
。
語
句
に
つ
い
て
の
細
か
い
意
見
が
出
る
。
結
果
、『
条
款
』
記
載
通
り
の
第
二
節
と
な
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る
28
。
続
い
て
第
三
節
の
審
議
。
時
間
に
つ
き
途
中
で
終
了
。

傍
聴
録
は
こ
こ
ま
で
。

五
、
傍
聴
録
か
ら
分
か
る
こ
と

傍
聴
録
は
以
上
で
あ
る
。
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
の
記
録
か
ら
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
幾
つ
か
あ
る
。

⑴　

本
末
共
同
会
議
は
、
開
始
当
初
、
本
末
が
共
同
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。

傍
聴
録
の
内
容
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
会
議
二
日
目
か
ら
宗
意
安
心
の
議
案
と
は
別
に
本
末
共
同
の
あ
り
方
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
が
、
宗
意
安
心
は
本
山
で
問
う
べ
き
で
地
方
で
議
論
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
い
う
高
志
大
了
の
意
見
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
、
法
龍
は
六
和
敬
と
い
う
理
念
か
ら
本
末
共
同
の
本
質
を
問
う
。
こ
れ
ら
の
議
論
が
本
末
共
同
会
議
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
を
他
の
議
員
達
に
も
知
ら
し
め
る
こ
と
に
な
り
、
会
議
全
体
の
質
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
番
外
委
員
・
快
全

の
発
言
に
よ
る
限
り
、
本
当
の
意
味
で
の
本
末
共
同
会
議
は
十
二
日
午
後
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
え
る
。

⑵　

宗
意
安
心
章
編
纂
の
理
由
は
、
従
来
の
安
心
が
多
岐
に
亘
っ
て
お
り
、
初
心
者
に
理
解
し
が
た
い
た
め
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
関
わ
る
人
物
は
原
最
峻
で
あ
る
。
最
峻
は
已
達
が
秘
密
安
心
の
大
意
を
講
じ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
最
峻
は
ま
た
五
人
の
碩

徳
を
投
票
で
選
ん
で
宗
意
安
心
章
を
編
成
す
べ
き
と
提
案
し
た
。
こ
れ
ら
の
主
張
は
結
局
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

⑶　

雲
照
の
存
在
性
。

先
述
の
要
約
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
傍
聴
録
全
体
を
追
う
限
り
、
雲
照
の
存
在
が
際
立
つ
。
番
外
一
番
議
員
、
か
つ
主
任
長
と
い
う

肩
書
き
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
他
の
議
員
に
と
っ
て
ご
意
見
番
の
如
き
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
議
案
に
対
す
る
質
問
に
は
雲
照
が

回
答
し
て
お
り
、
各
条
の
議
案
文
章
（
例
え
ば
翻
刻
（6）
に
挙
げ
た
条
案
）
は
雲
照
自
身
の
意
見
が
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高

い
。
彼
の
素
案
は
、
い
わ
ば
戒
律
主
義
、
あ
る
い
は
三
学
主
義
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
こ
の
大
成
会
議
で
は
そ
の
主
義
が
宗
内
を
う

ま
く
ま
と
め
る
こ
と
と
な
っ
た
29
。
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六
、
会
議
前
と
会
議
中
に
お
け
る
法
龍
の
見
解

こ
こ
で
法
龍
の
見
解
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
と
い
う
の
も
後
の
宗
内
へ
の
影
響
力
を
考
慮
す
る
場
合
（
奥
山　

二
〇
〇
八
）、
当
会
議

前
後
の
彼
の
見
解
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
彼
は
明
治
十
二
年
六
月
に
行
わ
れ
た
智
積
院
で
の
本
山
会
議
に
は
出
席
し
て
い
な
い
。
十
一
月
に
行
わ
れ
た
会
議
に
は
埼
玉
・
歓
喜

院
の
副
住
職
と
し
て
二
十
六
歳
で
出
席
し
て
い
る
。
会
議
前
の
『
明
教
』
で
の
投
稿
内
容
、
お
よ
び
会
議
中
の
彼
の
意
見
を
追
っ
て
い
く
と

次
の
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

①
会
議
前
、
会
議
中
に
一
貫
し
て
い
る
意
見

　

→
本
山
と
末
派
が
共
同
し
て
議
論
す
べ
し
。

②
一
貫
し
て
い
な
い
意
見

　

・
会
議
前
の
意
見

　
　

→
本
末
共
同
で
議
論
す
べ
き
は
本
山
会
議
で
す
で
に
決
定
さ
れ
て
い
る
細
目
。

　

・
会
議
中
の
意
見

　
　

→
本
末
共
同
で
議
論
す
べ
き
は
当
会
議
で
議
論
す
る
六
ヶ
条
、
あ
る
い
は
六
ヶ
条
の
う
ち
宗
意
安
心
。

③
「
六
和
敬
」
と
い
う
語
の
有
無

　

・
会
議
前
→
無
し

　

・
会
議
中
→
有
り

　

①
は
会
議
前
も
会
議
中
も
は
っ
き
り
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
前
提
は
揺
る
が
な
い
。
た
だ
し
②
の
如
く
、
ど
れ
を
本
末
共
同
で
議
論

す
る
か
は
、
彼
の
意
見
に
揺
れ
が
あ
り
、
一
貫
し
て
い
な
い
。
会
議
中
は
意
見
が
あ
や
ふ
や
な
ま
ま
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
番
外
委
員
の
吉
堀

慈
恭
か
ら
は
一
体
ど
れ
を
本
末
共
同
で
議
論
せ
よ
と
言
っ
て
い
る
の
か
、
と
再
確
認
さ
れ
て
も
い
る
。
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た
だ
し
以
下
の
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
傍
聴
録
の
中
で
は
、
確
か
に
六
ヶ
条
を
本
末
共
同
で
議
論
す
る
こ
と
に
決
し
て
い
る
が
、
当

会
議
で
は
本
山
会
議
の
節
目
が
全
く
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
明
教
』
に
記
載
さ
れ

た
記
事
で
明
ら
か
に
な
る
。
七
月
の
時
点
で
『
明
教
』
に
は
、
綱
領
三
ヶ
条
・
細
目
三
十
節
全
て
が
転
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
の
内
容

は
最
初
の
本
山
会
議
で
確
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
十
一
月
開
催
の
本
末
共
同
会
議
終
了
以
降
に
、『
明
教
』で
は
再
び
綱
領
三
ヶ
条
・

細
目
三
十
節
が
転
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
を
七
月
の
も
の
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
相
違
点
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
七
月
掲
載
の
三
ヶ
条
等
は
記
者
自
身
が
言
う
よ
う
に
誤
写
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
差
し
引
い
て
も
余
り
あ
る
ほ
ど
の
相
違
点
も
認

め
ら
れ
る
の
は
確
か
で
あ
る
30
。
そ
れ
ゆ
え
本
末
共
同
会
議
に
お
い
て
、
六
ヶ
条
の
審
議
内
容
が
綱
領
三
ヶ
条
等
の
内
容
と
齟
齬
を
来
す
よ

う
な
場
合
に
は
併
せ
て
議
論
さ
れ
、
そ
の
結
果
加
筆
訂
正
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
が
当
傍
聴
録
の
限
界

と
言
え
よ
う
か
。
傍
聴
録
の
内
容
だ
け
で
全
て
が
理
解
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

③
は
本
末
共
同
と
い
う
考
え
方
を
仏
教
用
語
で
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
会
議
前
に
は
そ
の
語
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
会
議
中
に
は
頻
繁
に

言
及
さ
れ
、
あ
る
い
は
四
大
白
説
と
セ
ッ
ト
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
四
大
白
説
、
六
和
敬
と
い
う
語
は
、
雲
照
が
本
末
共
同
会
議
の
前

に
先
立
っ
て
言
及
し
た
と
さ
れ
て
い
る
31
。

ま
ず
、
四
大
白
説
と
は
、
サ
ン
ガ
内
で
如
来
や
賢
い
比
丘
な
ど
の
四
人
の
う
ち
（
＝
四
大
）、
い
ず
れ
か
一
人
か
ら
聞
い
た
言
葉
が
仏
語

と
矛
盾
し
な
け
れ
ば
真
の
仏
語
（
白
説
）
と
み
な
さ
れ
る
と
い
う
理
念
。
雲
照
著
『
四
大
白
説
』
に
よ
れ
ば
こ
の
理
念
は
『
根
本
説
一
切
有

部
毘
奈
耶
雑
事
』
巻
三
十
七
を
典
拠
と
す
る
32
。
雲
照
は
「
此
四
大
白
黒
印
を
以
て
已
今
当
来
の
一
切
僧
中
の
善
不
善
の
法
を
決
了
す
る
に

正
邪
分
明
に
し
て
決
了
せ
ざ
る
こ
と
あ
る
こ
と
な
し
」
と
述
べ
て
い
る
（
草
繋　

一
九
一
四
、
下
巻
、
一
八
五
頁
）。
一
方
、
六
和
敬
と
は

修
行
者
が
互
い
に
行
為
・
見
解
を
同
じ
く
し
て
和
合
す
る
た
め
の
六
種
の
あ
り
方
で
あ
る
。
雲
照
の
『
六
和
敬
弁
』
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
⑴

戒
和
敬
：
戒
律
を
護
持
す
る
、
⑵
見
和
敬
：
仏
教
の
教
え
に
安
住
す
る
こ
と
、
⑶
利
和
敬
：
利
益
（
利
得
）
を
同
じ
く
す
る
こ
と
、
⑷
身
和

敬
：
行
住
坐
臥
な
ど
の
威
儀
を
同
じ
く
す
る
こ
と
、
⑸
口
和
敬
：
仏
勅
、
お
よ
び
師
僧
の
教
誡
に
従
い
、
争
わ
な
い
こ
と
、
⑹
意
和
敬
：
出

家
す
れ
ば
貴
賤
・
尊
卑
の
驕
り
を
謹
み
、
私
心
の
無
い
こ
と
、
で
あ
る
と
す
る
。
雲
照
は
ま
た
僧
宝
が
あ
る
か
ら
仏
宝
・
法
宝
が
世
間
に
住

し
、
ま
た
僧
宝
が
世
に
滅
す
れ
ば
、
仏
法
の
二
宝
も
滅
す
、
と
も
述
べ
て
い
る
（
草
繋　

一
九
一
四
、
下
巻
、
一
九
三
頁
）。
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会
議
中
に
お
け
る
法
龍
の
「
六
和
敬
」
と
い
う
語
の
使
用
は
、
雲
照
の
会
議
前
の
発
言
に
依
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
自
身
の
見
解
─

本
末
共
同
す
べ
し
と
い
う
見
解
─
を
補
強
す
る
た
め
に
、
か
つ
そ
れ
が
仏
教
の
理
念
に
も
反
し
な
い
と
い
う
点
を
意
識
さ
せ
る
た
め
に
必
要

不
可
欠
な
術
語
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

七
、
お
わ
り
に

簡
潔
に
言
う
な
ら
ば
、
近
代
以
降
の
真
言
宗
史
研
究
は
他
宗
派
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
。
日
本
密
教
史
の
概
説
の
中
で
数
頁
割
か
れ
る
だ

け
な
の
だ
。
い
ず
れ
当
時
の
僧
侶
た
ち
の
日
記
、往
復
書
簡
等
が
見
出
さ
れ
ば
研
究
は
進
展
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
ま
で
の
間
、我
々

が
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
時
発
行
さ
れ
て
い
た
仏
教
系
雑
誌
、
宗
内
機
関
誌
の
情
報
に
依
拠
し
た
研
究
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
情

報
に
は
批
判
的
な
検
証
が
求
め
ら
れ
る
。
真
言
宗
の
場
合
、『
密
厳
教
報
』、『
伝
灯
』『
同
学
』
と
い
っ
た
宗
内
機
関
誌
が
発
刊
さ
れ
る
の
は

明
治
二
十
二
年
以
降
で
あ
る
。
明
治
二
十
二
年
以
前
の
宗
内
の
情
報
に
つ
い
て
は
今
回
扱
っ
た『
明
教
』に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し『
明

教
』
に
お
い
て
は
真
言
宗
ば
か
り
で
は
な
く
他
宗
派
の
情
報
も
偏
り
な
く
掲
載
し
て
い
る
以
上
、
我
が
宗
内
の
情
報
は
限
ら
れ
て
い
る
の
だ

が
、
そ
れ
で
も
な
お
今
回
挙
げ
た
よ
う
な
傍
聴
録
、
ま
た
は
宗
内
僧
侶
達
の
寄
稿
は
当
時
の
宗
内
外
動
向
を
探
る
た
め
の
貴
重
な
情
報
を
提

供
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
今
後
も
『
明
教
』
を
中
心
に
そ
の
内
容
を
紹
介
し
、
将
来
、
近
代
真
言
宗
史
を
研
究
対
象
と
す
る
も
の

へ
の
資
料
が
提
供
で
き
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
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以
下
に
傍
聴
録
の
翻
刻
、
注
記
を
掲
載
す
る
。
凡
例
は
以
下
の
如
し
。

⑴	
『
明
教
』
はCD

-RO
M

版
を
参
照
し
た
。
文
章
冒
頭
の
⑴
な
ど
の
数
字
は
言
及
の
し
易
さ
の
た
め
翻
刻
者
が
付
し
た
。
ま
た
傍
聴
録
は

改
行
さ
れ
て
は
い
な
い
た
め
、発
言
者
毎
に
適
宜
改
行
し
た
。
翻
刻
中
、議
員
番
号
下
［　

］
の
議
員
名
は
翻
刻
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。

記
者
が
（　

）
や
「　

」
付
き
で
記
す
も
の
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
判
読
不
明
は
□
と
し
た
。

⑵	

漢
字
に
つ
い
て
原
則
と
し
て
新
字
体
を
使
用
し
、
異
体
字
な
ど
は
採
用
し
な
か
っ
た
。

	

發
→
発
、
條
→
条
、
會
→
会
、
處
→
処
、
經
→
経
、
轉
→
転
、
攝
→
摂
、
躰
あ
る
い
は
體
→
体
、
顯
→
顕
、
實
→
実
、
來
→
来
、
傳
→
伝
、

　
　

國
→
国
、
惣
→
総
、
淨
→
浄
、
餘
→
余
、
應
→
応
、
幷
→
并
、
證
→
証
、
畧
→
略
、
當
→
当
、
區
→
区
、
對
→
対
、
擧
→
挙
、
數
→
数
、

　
　

撰
→
選
、
佛
→
仏
、
廿
→
二
十
、
卅
→
三
十

⑶	

単
語
の
表
記
上
、
明
ら
か
な
誤
記
は
［
マ
マ
］
と
し
て
そ
の
ま
ま
表
記
し
、
訂
正
し
な
か
っ
た
。

	

和
経
（
和
敬
）、
経
判
（
教
判
）、
彼
此
接
入
（
彼
此
涉
入
）、
原
按
（
原
案
）、
授
見
（
授
戒
）。

	

当
時
の
慣
用
と
し
て
流
布
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
［
マ
マ
］
と
し
て
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。

	

讃
成
（
賛
成
）、
編
製
（
編
成
）、
成
頓
（
整
頓
）、
弁
宜
（
便
宜
）、
な
ど
。

⑷	

変
体
仮
名
は
新
仮
名
に
改
め
た
。
た
だ
し
「
問
ふ
」（
問
う
）、「
い
づ
れ
」（
い
ず
れ
）、「
加
へ
」（
加
え
）、
な
ど
の
仮
名
遣
い
は
そ
の

ま
ま
と
し
た
。
ま
た
「
非
す
」（
非
ず
）、「
な
れ
と
も
」（
な
れ
ど
も
）
な
ど
の
濁
点
の
無
い
語
も
、
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。

⑸	

ル
ビ
（
振
り
仮
名
）
は
現
代
語
の
表
記
に
改
め
ず
に
そ
の
ま
ま
記
し
た
。
判
読
不
明
は
□
と
し
た
。

⑹	

反
復
記
号
「
ヽ
」「
ヾ
」、「
〳
〵
」 

は
使
用
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
繰
り
返
し
記
述
し
た
。

⑺	

書
名
は
『　

』、
書
物
中
の
章
名
は
「　

」
を
付
し
た
。

⑻	

傍
聴
録
に
は
句
読
点
が
存
在
し
な
い
。
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、
必
要
な
箇
所
に
句
読
点
を
付
し
た
。
ま
た
「
結
縁
傍
機
」
な
ど
の
語

の
連
続
に
お
い
て
は
中
黒
点
を
付
し
た
。
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『
明
教
』
八
九
九
号
（
明
治
十
二
年
十
一
月
十
六
日
刊
）
33
、四
～
六
頁
。

十
一
日
午
後
一
時
開か

い
じ
や
う

場
。

⑴	

議
長
［
上
野
相
憲
］
演
説
あ
り
。
其
主し

ゆ
ぎ義
は
動ど

う

議ぎ

あ
る
と
き

讃さ
ん

［
マ
マ
］
成せ

い
し
や者

十
人
以
上
に
み
つ
れ
は
一
義
と
な
す
と
の

意
な
り
。

⑵	

二
十
四
番
［
佐
伯
妙
用
］
の
説
に
て
議ぎ

場じ
や
うへ
其
趣
を
貼て

う
じ示
せ
り
。

⑶	

三
十
六
番
［
土
宜
法
龍
］
四
大だ

い

白ひ
や
く

説せ
つ

四
大だ

い

黒こ
く

説せ
つ

の
義
に
就

て
発
問
し
番
外
の
答
あ
り
。

⑷	

五
十
三
番
［
九
会
大
恵
］
総そ

う

則そ
く

第
五
条
に
付
き
問
あ
り
34
。

⑸	

二
十
四
番
［
妙
用
］
会
議
未
出
頭
の
者
の
処し

よ

分ぶ
ん

に
付
き
疑ぎ

問も
ん

あ
り
。
又
各
地
方
よ
り
出い

で

た
る
建け

ん

白は
く

等
の
処
置
に
付
き
意い

見け
ん

を
述の

ぶ
35
。
何
れ
も
番
外
議
員
の
答
あ
り
て
止
む
。

⑹	

是
よ
り
第
一
条
の
審し

ん

議ぎ

に
係
る
。
書
記
36
第
一
節
ま
で
を
朗ろ

う

読ど
く

す
。
曰
く
、

	

第
一
条　

宗し
う

意い

安あ
ん

心じ
ん

を
一
体た
い

し
併あ
は

せ
て
布ふ

教け
う

の
体て
い

裁さ
い

を
一
に
す

る
件け
ん

。

	

議ぎ

案あ
ん　

蓋
し
智
目
行
足
入
清
凉
地
は
龍
樹
の
金き

ん

言け
ん

、
安あ

ん

心し
ん

立り
ふ

行ぎ
や
うは
顕け

ん

密□
つ

の
通つ

う

規き

な
り
。
故
に
『
大
日
経
』
の
初
「
入
真
言

門
住
心
品
」
に
先
真
言
行
者
の
安あ

ん

心じ
ん

を
説
き
た
ま
ふ
。
そ
の

要
如に

よ

実じ
つ

知ち

自じ

心し
ん

の
句く

を
出
で
ず
。
此
自じ

心し
ん

浄じ
や
う

菩ぼ

提た
い

の
本
末

の
因い

ん

縁ゑ
ん

を
開ひ

ら

い
て
三
句
五
転
と
す
。
此
三
句
五
転
の
中
に
一

切
万
行
を
摂せ

つ

す
。
然
る
に
是
等
の
法ほ

ふ

門も
ん

何
を
以
て
宗し

う

と
す
と

な
ら
ば
三
平べ

い

等と
う

を
以
て
宗
と
す
。
謂
わ
く
自じ

心し
ん

と
四
恩
と
の

三
業
と
本ほ

ん

尊ぞ
ん

諸し
よ

尊そ
ん

の
三
密
と
一
相さ

う

一
味み

の
曼ま

ん

荼だ

羅ら

に
し
て
平

等
々
々
倶
に
第
一
実じ

つ

際さ
い

妙め
う

極こ
く

の
境き

や
う

に
住
す
。
故
に
自じ

心し
ん

本ほ
ん

来ら
い

即そ
く

仏ぶ
つ

の
理
決け

つ

定ぢ
や
うせ

り
。
今
此
宗
に
入
る
も
の
は
先
つ
阿あ

じ
や
り

闍
梨

に
随
が
つ
て
此
教け

う

理り

を
聴

ち
や
う

聞も
ん

信し
ん

受じ
ゆ

し
安あ

ん

心し
ん

決け
つ

定ち
や
うし
了
り
て
三

摩ま

耶や

戒か
い

の
真
言
等
を
授じ

ゆ
で
ん伝

し
、
晝
夜
四
時
日
課
を
行ぎ

や
う

じ
往

生
浄
土
の
勝

し
や
う

行き
や
うを

修
す
る
人
を
正
に
初
て
真
言
門
の
行
者
と

す
。

	

問　

所し
よ

示し

の
如
き
は
高か

う

尚し
や
うに

し
て
在ざ

い

家け

の
堪た

ゆ
る
と
こ
ろ
に

あ
ら
ず
。
曰
く
、
然
ら
ず
。
若
し
人
此
旨
を
聞
て
一
念ね

ん
し
ん
じ
ゆ

信
受

す
れ
ば
即
ち
一
念
の
即そ

く

身し
ん

往わ
う

生し
や
う、
念ね

ん

々ね
ん

相さ
う

続ぞ
く

す
れ
ば
念ね

ん

々ね
ん

の

往わ
う

生じ
や
うな
り
。
何
の
難
き
こ
と
か
之
あ
ら
ん
。
余よ

教け
う

超て
う

絶せ
つ

の

深じ
ん
し旨
爰こ

こ

に
あ
り
。
本
宗
の
教け

う

職し
よ
くた
る
も
の
深
く
此
旨
を
対
し

て
自じ

行ぎ
や
う

化け

た他
す
べ
し
。

	

第
一
節　

秘ひ

密み
つ

安あ
ん

心し
ん

は
先せ

ん

徳と
く

の
諸
章
及
ひ
即そ

く

今こ
ん

諸し
よ
け
ん彦
の
意い

を

纂あ
つ

め
て
追
て
一
篇
を
編へ

ん

製せ
い

し
頒は

ん

布ふ

す
べ
き
も
の
と
す
。

⑺	

五
十
九
番
［
陰
山
徹
雅
］
原
案
初
段
往わ

う

生じ
や
う

浄じ
や
う

土と

の
上
に
護ご

国こ
く

利り

民み
ん

の
旨し

趣し
ゆ

を
加
へ
た
し
と
い
う
37
。同
意
者
十
一
名
あ
り
。

⑻	
七
番
［
高
志
大
了
］
こ
れ
を
駁は

く

し
今
は
布ふ

教け
う

の
体て

い

裁さ
い

を
主
と

す
。
故
に
護
国
利
民
等
を
加
ふ
る
に
及
は
ず
。
唯
現げ

ん

身し
ん

成
じ
や
う
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仏ぶ
つ

の
意
を
も
明
示
し
た
し
と
の
意
を
述
ふ
。

⑼	
番
外
一
番
［
釈
雲
照
］
こ
れ
を
賛
成
し
て
更
に
明め

い

解か
い

す
。

⑽	
然
る
に
是
時
に
至
て
十
一
番
［
原
最
峻
］
起き

立り
つ

し
て
本
会
は

総そ
う

体た
い

論ろ
ん

と
逐ち

く

条て
う

論ろ
ん

と
の
別わ

か
ち

な
く
始
め
よ
り
斯か

く
論
ぜ
ら
る
る

か
と
問
ふ
。
同
意
者
三
十
余
名
あ
り
て
先
つ
総
体
論
、
次
に

逐
条
論
と
い
ふ
こ
と
に
決
す
。

	

此
日
は
是
迄
に
て
散
会
す
。

『
明
教
』
九
〇
〇
号
（
明
治
十
二
年
十
一
月
十
八
日
刊
）
38
、四
～
六
頁
。

十
二
日
午
前
九
時
半
開
場
。
一
番
［
高
岡
増
隆
］、
五
番
［
直
樹

俊
海
39
］
欠
席
。

⑾　

四
十
八
番
［
服
部
鑁
海
］
総そ

う

体た
い

論ろ
ん

の
中
所し

よ
け
い詣
の
浄
土
を
定
む

る
こ
と
肝か

ん

要え
う

な
れ
ば
『
大
日
経
』
に
依
て
十
方
浄
土
と
定
む

べ
し
と
い
ふ
。

⑿　

十
一
番
［
最
峻
］
の
駁ば

く
□議

あ
れ
ど
も
此
議
に
同□

う

意い

の
者
十
名

以
上
あ
り
て
一
義
と
な
す
。

⒀　

五
十
三
番
［
大
恵
］
曰
く
宗し

う

意い

安あ
ん

心□
ん

は
所し

よ
え依
の
経き

や
う
を
以
て
体

と
す
べ
し
。
然
ら
は
『
大
日
経
』「
住
心
品
」
無
相
浄
菩
提

心
体
と
定
め
而
し
て
三
密□

つ

修し
□

行き
や
うし
機き

教け
う

相さ
う

応お
う

の
安
心
を
示
す

べ
し
と
。

⒁　

三
十
六
番
［
法
龍
］
の
質
問
あ
り
て
更
に
『
正
法
眼
蔵
』
等

の
文
を
引
き
之
を
再
論
す
。

⒂　

七
番
［
大
了
］
曰
く
宗
意
安
心
は
諸
師
先
徳
の
所し

よ

定て
い

あ
れ
ば
敢

て
論
す
べ
か
ら
ず
。
今
は
布
教
の
体て

い

裁さ
い

を
一
に
し
自
他
宗
混こ

ん

雑さ
つ

な
か
ら
ん
を
要
す
る
の
み
と
。
同
意
者
二
十
名
以
上
あ
り
。

⒃　

三
十
二
番
［
金
光
寺
信
元
40
］
曰
く
安
心
義
は
原も

と

一
な
れ
と

も
経

き
や
う

説せ
つ

并
に
先せ

ん

徳と
く

の
釈

し
や
□

区

□
□

々

□
□

な
れ
ば
一
体
に
定
め
た
し
。

⒄　

七
番
［
大
了
］
曰
く
。
密み

つ

宗し
う

安あ
ん

心し
ん

所し
よ

詣け
い

の
浄
土
等
を
祖そ

師し

先せ
ん

徳と
く

の
定
め
ら
れ
た
る
を
審し

□

議ぎ

取し
ゆ

捨し
や

す
べ
き
に
非
す
。
唯
機き

に

応お
う

じ
た
る
布ふ

教け
う

の
体て

い

裁さ
い

を
定
む
る
を
要
す
。

⒅　

三
十
六
番
［
法
龍
］
曰
く
。
第
一
条
の
宗
意
安
心
等
は
本
山

に
て
議
す
べ
き
者
に
て
末
派
に
問
ふ
べ
き
者
に
非
ず
41
。
而

る
に
今
此
の
如
き
は
六
和わ

経き
や
う［
マ
マ
］
の
旨し

趣し
□

に
基
き
四
大□

い

白□
や
く

説せ
つ

の
う
ち
い
づ
れ
に
あ
り
や
。

⒆　

番
外
一
番
［
雲
照
］
如に

よ

来ら
い

入に
□

涅ね

槃□
ん

の
と
き
阿
難
に
告つ

く

る
等
42

の
証し

よ
う

を
引
て
之
を
説せ

□

明□
い

す
。

⒇　

三
十
六
番
［
法
龍
］
略
了り

う

解か
い

せ
り
。
其
中
不ふ

分ふ
ん

明め
う

の
廉か

□

を
再

問
す
。
然
ら
ば
六ろ

く

和□

経き
や
う［
マ
マ
］
に
依
て
此
会
議
を
開
く
以

上
は
本
山
諸し

よ

碩□
き

徳□
く

を
此こ

こ

に
招ま

ね

ぎ
共
に
一
宗
の
安
心
を
議
せ
ら

れ
ん
こ
と
を
希き

望ば
う

す
。
又
西
京
会
議
の
性せ

い

質し
つ

と
当
会
議
の
性せ

□

質し
つ

を
異こ

と

に
す
る
者
な
る
に
や
。

㉑　

番
外
二
番
［
大
崎
行
智
］
曰
く
然
り
。
西
京
会
議
の
結け

つ

果く
わ

な
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る
三
綱
三
十
節
の
予
定
を
今
日
末
派
の
意い

見け
ん

に
問
ふ
。

㉒　

三
十
六
番
［
法
龍
］
曰
く
然
ら
ば
第
一
条
の
義
に
付
本
山
に

も
議
す
べ
き
や
。

㉓　

番
外
二
番
［
行
智
］
曰
く
然
り
。

㉔　

三
十
六
番
［
法
龍
］
曰
く
西さ

い

京き
や
う

会く
わ
い

議ぎ

の
結け

つ

果く
わ

を
此
議ぎ

場□
や
うに

出
だ
し
本
山
会
議
の
性
質
に
牴て

い

牾こ

す
る
者
は
又
本
山
に
議
す

と
い
は
ば
遂
に
会
議
の
了を

□

る
期ご

な
か
る
べ
し
。
是
の
如
く
本

山
末
派
へ
協け

ふ
□議

す
べ
き
者
な
れ
ば
最さ

い

前せ
ん

の
如
く
本
山
の
み
に

て
決け

つ

了□
う

す
る
は
隔□

□
□
き歴

の
相□

う

違□
あ
り
。
是
等
は
六
和
経［
マ
マ
］

の
旨し

趣し
□

に
於
て
慨□

い

嘆た
ん

に
堪
へ
ず
。

㉕　

番
外
二
番
［
行
智
］
曰
く
本ほ

ん

末□
つ

分ぶ
ん

離り

す
る
時
は
六
和
経
［
マ
マ
］

の
旨し

趣し
ゆ

に
叶か

な
は
ず
と
せ
は
此
議
場
に
本
山
を
加く

は

へ
よ
と
の
意
か
。

㉖　

三
十
六
番
［
法
龍
］
曰
く
管
長
［
守
野
秀
善
43
］
閣
下
の
意

を
問
ふ
。

㉗　

番
外
二
番
［
行
智
］
曰
く
管
長
の
可
決
な
れ
共
畢□

つ

竟き
や
う

布□

教け
う

の
結け

つ

果く
□

に
至
り
益や

く

無む

益や
く

の
事
を
各
地
諸
君
の
意い

見け
ん

に
得
て
而

る
後
に
施せ

行ぎ
や
うす
る
に
止と

ど

ま
り
末
派
の
者
と
雖
ど
も
今
議ぎ

場じ
や
うに

出
頭
す
る
以
上
は
一
箇
の
碩せ

□
と
く徳
と
認
め
て
斟し

ん

酌し
や
くな
く
討と

う

論ろ
ん

す

べ
し
。

㉘　

三
十
六
番
［
法
龍
］
本
末
の
分
離
と
は
六
和
経
［
マ
マ
］
何い

つ

れ
の
説
に
依
る
や
。

以
下
次
号
。

『
明
教
』
九
〇
一
号
（
明
治
十
二
年
十
一
月
二
十
日
刊
）
44
、六
頁
。

十
二
日
の
続
き
。

㉙　

七
番
［
大
了
］
前
議
区
々
な
れ
共
第
一
条
宗
意
安
心
の
以
下

七
字
を
削
り
更
に
「
に
根
拠
し
」
の
四
字
を
加
ふ
べ
し
45
。

㉚　

議
長
［
相
憲
］
三
十
六
番
意
見
あ
り
や
。

㉛　

三
十
六
番
［
法
龍
］
七
番
の
説
を
賛
成
す
。
然
れ
ど
も
本
山

へ
対
し
協
議
の
上
修
成
を
請
ふ
。

㉜　

議
長
［
相
憲
］
修
成
説
の
挙
標
を
示
さ
し
む
。
同
意
者
三
十

余
名
。

㉝　

三
十
六
番
［
法
龍
］
本
末
均
く
相
謀
る
に
至
ら
ざ
れ
ば
到
底

一
味
和
合
の
六
和
敬
に
違
す
る
か
故
に
承
服
し
難
し
。
縦た

と

ひ

本
末
合
同
し
て
如
何
様
の
義
を
示
さ
る
る
も
四
大
白
説
に
依

ら
さ
れ
は
亦
た
決
し
て
服ふ

く

せ
す
。

㉞　

二
十
四
番
［
妙
用
］
三
十
六
番
に
同
意
す
。
更
に
本
末
協
同

し
て
西
京
会
議
の
節
目
を
も
併
せ
議
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望

す
。

㉟　

三
十
六
番
［
法
龍
］
本
末
協
同
し
て
議
す
る
も
敢
て
西
京
会

議
の
性
質
を
論
究
す
る
に
非
ず
。
本
末
協
同
せ
ざ
れ
は
六
和

経
［
マ
マ
］
の
意
に
違
ふ
を
以
て
宗
意
安
心
を
当
議
場
に
て
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議
す
べ
き
な
り
。

㊱　

二
十
四
46
［
妙
用
］
本
末
相
倚
て
議
す
べ
き
は
唯
宗
意
安
心

の
み
と
い
ふ
は
曖
昧
な
り
。
依
て
西
京
決
議
の
条
件
も
更
に

相
倚
て
議
す
べ
し
。

㊲　

三
十
六
番
［
法
龍
］
二
十
四
の
説
甚
だ
広く

わ
う
い
つ溢

な
り
。
且
つ
章

程
に
背
く
47
。
議
長
請
ふ
制
止
せ
ら
れ
よ
。

㊳　

議
長
［
相
憲
］
二
十
四
番
の
説
を
止
む
。

㊴　

三
十
六
番
［
法
龍
］
二
十
四
番
の
説
十
名
以
上
の
賛
成
者
を

得
て
議
長
或
は
主
任
者
に
建
議
せ
は
受
理
し
て
細
目
に
挙
げ

之
を
議
し
て
可
な
り
。

㊵　

二
十
四
番
［
妙
用
］
六
ヶ
条
と
し
本
末
相
倚
て
議
す
べ
き
な

り
云
々
。

㊶　

番
外
四
番
［
吉
堀
慈
恭
］
三
十
六
番
の
説
に
本
末
相
倚
て
議

す
べ
し
と
は
第
一
条
の
み
か
将
た
余
条
も
概
し
て
云
ふ
か
。

㊷　

三
十
六
番
［
法
龍
］
前
説
明
適
せ
す
。
宗
意
安
心
の
み
本
末

に
議は

か

る
と
は
云
に
非
ず
。
若
し
第
二
条
以
下
と
雖
と
も
六
和

経
［
マ
マ
］
の
本
旨
に
違ゐ

す
る
者
と
認
め
は
必
ら
す
信
し
難

し
と
云
る
な
り
。

㊸　

七
番
［
大
了
］
三
十
六
番
の
説
宗
意
安
心
の
義
は
今
更
会
議

に
付
す
べ
か
ら
す
。
経
［
マ
マ
］
判
多
端
に
し
て
際
限
な
し
。

依
て
布
教
の
体
裁
を
一
に
す
る
件
の
み
を
議
し
て
可
な
り
。

㊹　

三
十
六
番
［
法
龍
］
七
番
の
説
決
し
て
然
ら
す
。
本
末
協
同

し
て
安
心
は
一
体
す
べ
き
な
り
。
所ゆ

え以
云い

か
ん何

と
な
れ
は
嚮さ

き

に

『
野
根
教
相
和
解
［
マ
マ
］
論
』
48
を
述の

べ

ら
れ
し
も
蓋
し
此

意
な
ら
ん
。

㊺　

七
番
［
大
了
］
宗
意
安
心
は
野
根
の
別
な
く
付
法
相
承
の
義

門
に
し
て
敢
て
取
捨
す
べ
か
ら
す
。
今
は
唯
布
教
の
体
裁
を

の
み
議
す
べ
し
。

㊻　

三
十
六
番
［
法
龍
］
七
番
の
説
、
理
を
盡
す
と
雖
と
も
之
を

諸
師
先
徳
の
義
に
任
せ
て
論
す
べ
か
ら
す
と
せ
は
管
長
挙
示

49
の
旨
趣
無
用
に
属
す
る
か
如
何
。

㊼　

番
外
四
番
［
慈
恭
］
本
末
相
倚
て
議
す
る
か
否い

な

や
を
衆
員
に

問
は
れ
た
き
旨
を
述
ぶ
。

㊽　

議
長
［
相
憲
］
衆
に
問
ふ
。
多
数
に
依
て
相
倚
て
議
す
べ
き

に
決
す
。
議
長
曰
く
本
末
相
倚
て
議
す
る
上
は
所
詣
の
浄
土

を
も
定
め
た
し
。

㊾　

番
外
五
番
［
五
古
快
全
］
六
和
経
［
マ
マ
］
の
意
に
基
き
此

の
美
挙
に
及
べ
り
。
然
れ
は
更
め
て
各
本
山
を
屈
請
せ
す
と

も
管
長
は
各
本
山
の
選
定
に
出
て
各
本
山
の
権
利
を
も
自
つ

か
ら
有
し
且
つ
各
本
山
主
に
て
地
方
教
正
の
廉
を
以
て
此
席

に
列つ

ら

な
れ
る
も
あ
れ
ば
各
本
山
全
員
を
要
せ
ざ
る
も
敢
て
妨

け
な
か
る
べ
し
。
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（
時
間
に
付
き
午
飯
に
就
く
。）

「
以
下
次
号
。」

『
明
教
』九
〇
二
号（
明
治
十
二
年
十
一
月
二
十
二
日
刊
）50
、五
頁
。

十
二
日
午
後
一
時
開
場

㊿　

外
五
番
［
快
全
］
議
長
に
代
て
曰
く
戊
第
一
号
の
達
書
51
以

来
西
京
に
於
て
会
議
を
開
き
当
今
の
管
長
は
諸
本
山
の
選
を

得
て
定
む
る
者
な
れ
と
即
ち
諸
本
山
の
代
理
と
認
る
も
敢
て

過
言
に
非
ざ
る
な
り
。
午
前
の
会
に
二
十
四
番
［
妙
用
］
の

建
議
に
基
き
本
末
会
議
に
見
做
す
べ
き
旨
を
管
長
に
上
申
し

即
ち
管
長
の
許
可
を
得
た
り
。
併
し
な
か
ら
当
会
議
は
末
派

会
議
を
正
と
し
本
山
会
議
を
傍
な
り
と
せ
は
混
同
す
へ
か
ら

さ
る
様
注
意
す
べ
し
。
故
に
是
迄
の
会
議
修
成
と
も
悉
く
廃

棄
す
べ
き
者
と
す
。

�　

三
十
六
番
［
法
龍
］
原
案
に
末
派
に
諮
詢
す
52
と
あ
る
は
更

に
本
末
協
同
の
会
議
と
云
ふ
べ
き
歟
。

�　

外
五
番
［
快
全
］
然
り
。

�　

議
長
［
相
憲
］
書
記
を
し
て
第
一
条
の
議
案
を
朗
読
せ
し
む
。

�　

議
長
［
相
憲
］
是
ま
で
の
建
議
修
成
を
廃
棄
し
て
更
に
討
議

せ
ら
れ
よ
。

�　

五
十
九
番
［
徹
雅
］
前
会
を
廃
棄
し
更
に
本
末
協
同
に
議
す

る
か
果
し
て
然
ら
は
番
外
達
あ
り
し
以
来
諸
府
県
よ
り
各
々

意
見
書
を
出
し
あ
れ
は
之
を
議
長
及
ひ
委
員
に
て
長
短
取
捨

し
更
に
議
員
に
付
し
て
成
［
マ
マ
］
頓
せ
し
め
ら
れ
ん
を
希

望
す
。

�　

議
長
［
相
憲
］
五
十
九
番
は
是
ま
で
の
安
心
は
体
異
な
り
と

云
か
。

�　

五
十
九
番
［
徹
雅
］
宗
意
安
心
は
決
し
て
区
々
な
ら
さ
れ
と

も
其
相
承
に
異
同
あ
り
。
依
て
成
［
マ
マ
］
頓
あ
ら
ん
を
希

ふ
な
り
。

�　

番
外
五
番
［
快
全
］
五
十
九
番
の
謂
ゆ
る
意
見
書
は
已
に
是

を
成
［
マ
マ
］
頓
し
て
此
議
案
と
な
り
し
な
り
。
亦
た
各
議

員
に
出
せ
る
見
込
書
は
大
凡
同
一
に
て
殊
に
諸
彦
現
に
此
に

在
り
。
又
本
宗
経
説
は
先
哲
の
確
定
あ
れ
と
も
当
今
布
教
の

弁
［
マ
マ
］
宜
に
依
て
諸
君
の
議
決
を
要
す
る
な
り
云
々
。

�　

五
十
九
番
［
徹
雅
］
然
ら
は
管
長
諸
碩
徳
に
て
之
を
定
め
急

に
末
派
に
頒
布
あ
れ
云
々
。

�　

七
番
［
大
了
］
五
十
九
番
の
説
に
依
て
第
一
条
第
一
節
は
此

に
止
ま
り
、
次
に
第
二
節
を
議
せ
は
如
何
。

�　

外
五
番
［
快
全
］
兼
て
委
員
の
編
製
［
マ
マ
］
せ
る
一
編
あ
り

今
諸
彦
の
心
□
ま
て
に
一
読
せ
ん
と
53
。
乃
ち
書
記
を
し
て
朗

読
せ
し
む
。
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�　

是
よ
り
五
十
四
番
［
原
心
猛
54
］、
四
十
八
番
［
鑁
海
］、

十
一
番
［
最
峻
］
等
の
説
あ
り
し
が
遂
に
五
十
九
番
［
徹
雅
］

及
ひ
七
番
［
大
了
］
の
説
に
依
り
第
一
条
の
議
案
総
論
は
原

案
の
儘
に
決
し
55
、
次
に
同
条
第
一
節
を
朗
読
す
56
。

�　

十
一
番
［
最
峻
］
諸
師
先
徳
の
章
疏
多
端
に
て
初
心
或
は
惑

ふ
故
に
巳
達
の
碩
学
幸
に
秘
密
安
心
の
大
意
を
議
す
べ
し
。

密
厳
諸
釈
及
ひ
十
心
品
等
を
引
て
説
述
す
る
も
所
欲
の
機
に

於
て
上
仏
界
よ
り
下
人
・
天
・
仙
境
に
至
る
ま
て
界
会
に
於

て
異
に
す
る
と
も
一
々
輪
円
具
足
の
曼
荼
な
り
と
定
め
度
き

意
中
な
り
。
同
意
者
二
十
七
名
。

�　

四
十
八
番
［
鑁
海
］
我
宗
の
安
心
は
先
哲
の
釈
区
々
な
る
中

に
天
蘆
懐
円
師
の
『
秘
密
安
心
小
鏡
』
57
尤
も
よ
し
58
。
乞

ふ
此
抄
を
頒
布
せ
ら
れ
よ
。
同
意
者
三
十
余
名
。

�　

是
よ
り
三
十
六
番
［
法
龍
］、十
一
番
［
最
峻
］、五
十
三
番
［
大

恵
］、
七
番
［
大
了
］、
四
十
八
番
［
鑁
海
］
等
の
諸
説
あ
り
。

殊
に
三
十
六
番
と
四
十
八
番
と
の
問
答
あ
り
て
遂
に
三
十
六

番
の
説
に
『
安
心
小
鏡
』
を
宗
意
安
心
の
中
ち
一
辺
の
拠
所

と
な
し
而
し
て
十
一
番
の
説
に
依
り
議
員
の
投
票
を
以
て
碩

徳
五
名
以
上
を
選
ひ
安
心
宗
意
の
章
を
編
製
［
マ
マ
］
す
る

を
可
と
す
と
い
ふ
に
満
場
同
意
を
表
し
此
日
の
会
を
散
す
。

『
明
教
』九
〇
三
号（
明
治
十
二
年
十
一
月
二
十
六
日
刊
）、五
～
六
頁
。

十
三
日
第
五
席
開か

い

場じ
や
う。

�　

議
長
［
相
憲
］
本
会
よ
り
議
事
の
体
裁
替
る
を
以
て
副
議
長

［
心
猛
］
へ
席
を
譲
る
59
。

�　

五
十
九
番
［
徹
雅
］
原
案
を
賛
成
し
而
し
て
投
票
の
方
法
を

問
ふ
。

�　

番
外
五
番
［
快
全
］
投
票
は
在
不
在
を
問
は
す
一
宗
の
碩
学

耆
徳
を
選
挙
し
て
然
る
べ
し
。

�　

五
十
九
番
［
徹
雅
］
外
五
番
に
同
意
。

�　

三
十
六
番
［
法
龍
］
安
心
章
選
定
は
少
く
も
五
名
以
上
と
定

め
た
し
。
満
場
こ
れ
に
同
意
す
。

�　

一
番
［
増
隆
］
不
在
の
者
を
選
ま
は
時
日
を
費
や
さ
ん
を
恐

る
と
い
ふ
。

�　

三
十
六
番
［
法
龍
］
之
を
駁
し
、
七
番
［
大
了
］
も
之
に
同

意
に
て
満
場
皆
賛
成
し
五
名
以
上
を
在
不
在
に
拘
ら
す
選
挙

す
る
事
に
決
す
60
。

�　

番
外
一
番
［
雲
照
］
性
欲
に
付
き
説
明
あ
り
。
曰
く
三
密
双
修

の
人
は
一
生
成
仏
、
一
密
二
密
を
修
す
る
人
は
順
次
と
一
個
の

讃
題
に
於
て
定
な
れ
と
も
四
度
加
行
等
に
於
て
三
密
に
非
さ
る

事
な
し
。
然
れ
と
も
一
生
成
仏
の
人
幾
許
か
あ
る
。
甚
だ
希
な

り
。
又
在
家
の
人
と
て
も
信
解
の
人
は
一
念
の
中
に
往
生
を
期
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す
る
者
な
し
と
せ
す
云
々
。
原
案
は
諸
機
に
示
し
て
可
な
り
。

�　

十
一
番
［
最
峻
］
原
案
賛
成
。

�　

六
番
［
相
憲
（
？
）］
原
案
中
唯
仏
唯
心
と
謂
い
而
し
て
彼

此
接
［
マ
マ
］
入
と
は
不
都
合
な
り
。
彼
此
等
の
四
字
を
除

く
べ
し
61
。

�　

外
一
番
［
雲
照
］
敢
て
加
へ
さ
る
べ
か
ら
す
と
い
ふ
に
非
す
。

趣
意
通
す
れ
は
六
番
の
説
に
て
も
よ
ろ
し
。

�　

四
十
八
番
［
鑁
海
］
彼
此
等
と
は
安
養
と
兜
率
と
に
心
得
却

て
除
か
ざ
る
を
可
と
す
。

�　

三
十
六
番
［
法
龍
］
諸
説
区
々
な
れ
と
も
四
十
八
番
の
安
養

と
兜
率
に
心
得
と
は
甚
だ
然
る
べ
か
ら
す
。
今
一
宗
布
教
の

基
礎
に
備
ふ
る
原
按
［
マ
マ
］
に
浮
れ
た
る
語
を
置
て
可
な

ら
ん
や
云
々
。

�　

是
よ
り
七
番［
大
了
］、二
十
四
番［
妙
用
］、五
十
三
番［
大
恵
］、

十
一
番
［
最
峻
］
等
の
説
あ
り
て
遂
に
原
案
に
決
す
62
。

（
時
間
に
付
き
午
飯
。）

午
後
一
時
二
十
分
、
第
六
席
開
場
。

�　

書
記
第
二
節
を
朗
読
す
63
。

�　

十
一
番
［
最
峻
］
一
類
の
機
の
分
斎
並
び
に
安
心
対
弁
に
付

き
説
明
を
請
ふ
。

�　

外
一
番
［
雲
照
］
布
教
上
或
は
一
席
中
に
三
密
を
説
く
あ

り
爾
ら
ざ
る
あ
り
。
請
に
応
し
て
真
言
を
授
る
あ
り
。
然
れ

と
も
深
義
よ
り
云
へ
は
一
真
言
に
於
て
三
力
具
足
す
べ
し

云
々
。
対
弁
は
聖
道
浄
土
に
て
宗
の
他
力
は
行
者
自
心
品
即

是
蓮
花
蔵
界
云
々
。

�　

五
十
三
番
［
大
恵
］
一
類
は
結
縁
・
傍
機
に
局
る
や
と
問
ふ
。

�　

外
一
番
［
雲
照
］
宗
の
正
機
は
三
密
双
修
、
一
密
二
密
傍
機

云
々
。
批
判
教
門
よ
り
云
と
き
は
真
言
を
授
る
等
は
結
縁
・

傍
機
な
り
云
々
。

�　

四
十
八
番
［
鑁
海
］
第
二
節
の
修
正
を
左
の
如
く
な
し
た
し
。

曰
く
三
密
為
宗
を
忘
れ
す
劣
機
の
為
に
は
単
に
真
言
の
功
徳

を
説
く
を
要
す
。

�　

番
外
二
番
［
行
智
］
四
十
八
番
の
修
正
へ
固
よ
り
と
加
ふ
べ

し
。

�　

六
十
四
番
［
瀧
川
秀
盛
64
］、
一
番
［
増
隆
］、
三
番
［
小

野
方
賢
宝
65
］、
六
番
［
相
憲
（
？
）］
等
の
諸
説
あ
り
し
が

四
十
八
番
の
修
正
結
末
の
「
を
要
す
」
と
あ
る
を
「
も
妨
な

し
」
に
修
正
す
る
こ
と
に
決
す
66
。

�　

六
十
四
番［
秀
盛
］但
書
は
三
密
な
り
や
三
力
な
り
や
と
問
ふ
。

�　

議
長
［
相
憲
（
？
）］
三
力
と
答
ふ
。

�　

七
番
［
大
了
］
原
案
賛
成
。
満
場
之
に
同
す
67
。

�　

書
記
第
三
節
を
朗
読
す
68
。
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参
考
文
献

『
高
野
山
僧
伝
聞
書
（
近
・
現
代
篇
）』、
山
口
耕
栄
、
報
恩
院
、
二
〇
〇
四
年
。

『
真
言
宗
年
表
』、
守
山
聖
真
（
編
）、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
〇
年
。

『
智
山
人
名
辞
典
』、
斉
藤
昭
俊
、
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
七
二
年
。

『
智
山
年
表
［
近
現
代
篇
］』、
智
山
年
表
編
纂
室
、
東
京
印
書
館
、
二
〇
〇
九
年
。

『
智
積
院
史
』、
村
山
正
榮
（
編
）、
弘
法
大
師
遠
忌
事
務
局
、
一
九
三
四
年
。

『
豊
山
年
表　

改
訂
増
補
』、
真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所
、
一
九
八
四
年
。

�　

十
一
番
［
最
峻
］
勧
奨
の
二
字
は
勧
財
の
名
義
に
差
響
き
て

不
都
合
な
れ
は
改
正
あ
り
た
し
69
。

�　

五
十
九
番
［
徹
雅
］
説
教
儀
式
授
見
［
マ
マ
］
等
と
修
正
す

べ
し
。

�　

五
十
三
番
［
大
恵
］
原
案
賛
成
。

�　

是
に
至
て
更
に
旧
案
の
第
三
節
を
読
む
。

�　

一
番
［
増
隆
］
教
師
と
あ
り
又
習
練
と
あ
る
は
不
都
合
な
り
。

能
所
の
分
を
混
す
70
。

�　

五
十
三
番
［
大
恵
］
教
師
選
定
と
改
た
む
べ
し
。

�　

番
外
一
番
［
雲
照
］
教
師
習
練
と
云
も
妨
な
し
。
世
間
の
師

範
学
校
の
如
し
71
。

�　

七
番
［
大
了
］
学
林
内
へ
習
練
所
を
置
か
、本
院
内
へ
置
か
。

（100）　

六
十
四
番
［
秀
盛
］
教
師
習
練
の
四
字
を
削
り
た
し
。

（101）　

二
十
四
番
［
妙
用
］
布
教
課
主
任
者
の
分
斎
担
当
を
問
ふ
。

（102）　

議
長
［
相
憲
］
曰
く
布
教
を
担
任
す
る
者
は
外
に
出
て
は
説

教
し
課
中
に
在
て
は
未
達
の
者
に
習
練
せ
し
め
或
は
著
述
を

司
と
る
。

（103）　

番
外
二
番
［
行
智
］
教
師
等
の
分
斎
は
章
程
頒
布
の
上
悉
く

知
ら
る
べ
し
72
。

（104）　

七
番
［
大
了
］
宗
意
安
心
は
学
林
内
へ
置
く
べ
し
。
然
ら
さ

れ
は
会
計
へ
も
差
響
く
云
々
。

（105）　

三 

十
二
番
［
信
元
］、
三
十
九
番
［
中
小
路
聖
深
73
］
等
の
説
あ

れ
ど
時
間
に
付
き
退
場
。
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『
密
教
大
辞
典
』。

『
明
教
新
誌
』CD

-RO
M

、
小
林
写
真
工
業
。

「
大
会
議
条
款
」　
『
明
治
仏
教
思
想
資
料
集
成
』
明
治
仏
教
思
想
資
料
集
成
編
集
委
員
会
、
第
七
巻
、
一
九
八
三
年
。

荒
木
良
仙　

一
九
二
一　
『
仏
教
制
度
之
研
究
』、
仏
教
制
度
之
研
究
発
行
所
。

石
堂
勢
外（
慧
猛
）　

一
九
〇
二　
『
真
言
宗
革
命
史
』、
伝
灯
会
出
版
。

奥
野
真
明　

二
〇
〇
二　
「
明
治
時
代
に
お
け
る
真
言
宗
智
山
派
―
『
密
厳
教
報
』
に
掲
載
さ
れ
る
真
言
宗
分
離
合
同
に
つ
い
て
―
」

	
　
『
現
代
密
教
』、
一
五
号
、
一
四
五
～
一
七
八
頁
。

奥
山
直
司　

二
〇
〇
八　
「
近
代
日
本
仏
教
史
の
中
の
土
宜
法
龍
」『
環
』、
二
〇
四
～
二
二
一
頁
。

河
野
光
顕　

一
九
三
六　
「
明
治
以
降
高
野
山
と
真
言
宗
各
派
」『
密
教
研
究
』
特
輯
号
（
六
〇
）、
九
五
～
一
〇
二
頁
。

柏
原
祐
泉　

一
九
九
〇　
『
日
本
仏
教
史　

近
代
』、
吉
川
弘
文
館
。

草
繋
全
宜　

一
九
一
四　
『
釈
雲
照
』
全
三
巻
、
徳
教
会
。

神
亀
法
寿　

一
九
三
三　
「
明
治
時
代
に
於
け
る
真
言
宗
―
特
に
政
治
と
布
教
に
つ
い
て
」『
現
代
仏
教
』
十
周
年
記
念
特
輯
号

	

　
（
一
〇
五
）、
三
七
一
～
三
七
八
頁
。

高
井
知
弘　

二
〇
〇
七　
「
真
言
教
団　

近
現
代
布
教
史
の
研
究
」、
高
野
山
布
教
研
究
所
・
教
化
研
究
報
告
書
。

高
楠
順
次
郎　

一
九
三
三　
「
明
治
仏
教
の
大
勢
」『
現
代
仏
教
』
十
周
年
記
念
特
輯
号
（
一
〇
五
）、
六
～
一
七
頁
。

田
中
悠
文　

二
〇
一
一　
「
智
山
第
四
十
一
世　

佐
々
木
義
範
能
化
と
明
治
初
頭
の
真
言
宗
」『
現
代
密
教
』、
二
二
号
、
一
九
七
～
二
二
八
頁
。

谷
川
穣　

二
〇
一
一　
「
明
治
維
新
と
仏
教
」『
新
ア
ジ
ア
仏
教
史
一
四　

近
代
国
家
と
仏
教
』、
一
四
～
五
五
頁
。

寺
河
俊
海　

一
九
七
〇　
『
真
言
宗
布
教
史
』、
高
野
山
真
言
宗
布
教
研
究
所
。

目
黒
隆
幸　

一
九
五
六　
「
真
言
宗
布
教
史
」『
密
教
文
化
』、
三
六
～
三
七
号
、
一
～
一
〇
三
頁
。

中
村
本
然　

二
〇
〇
八　
『
密
教
の
安
心
』、
高
野
山
大
学
通
信
教
育
室
。

羽
賀
祥　

一
九
九
四　
『
明
治
維
新
と
宗
教
』、
筑
摩
書
房
。
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1 

『
大
会
議
条
款
』
は
後
述
す
る
よ
う
に
明
治
十
二
年
六
月
開
催
の
本
山
会
議
と
、
十
一
月
開
催
の
本
末
共
同
会
議
の
確
定
事
項
を
掲
載
し
た
も
の
。
本
山

会
議
で
議
決
さ
れ
た
「
御
遺
告
に
基
づ
き
宗
制
を
一
に
す
る
件
」
な
ど
の
三
ヶ
条
三
十
節
、
本
末
共
同
会
議
で
議
決
さ
れ
た
「
宗
意
安
心
を
一
体
し
布
教
の
体

裁
を
一
に
す
る
件
」
な
ど
の
七
ヶ
条
数
十
節
が
条
款
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

2 

『
真
言
宗
成
規
章
程
』は「
職
制
」「
僧
制
」「
懲
戒
条
例
」「
学
制
」「
法
務
所
規
約
」「
法
務
所
事
務
章
程
」「
法
務
所
支
所
規
約
」「
法
務
支
所
事
務
章
程
」「
総
黌
規
則
」

「
総
黌
事
務
章
程
」「
総
黌
生
徒
寮
程
」「
中
学
林
学
則
」「
得
度
願
章
程
」「
交
衆
試
補
章
程
」「
選
挙
則
」「
各
地
方
派
出
者
心
得
」
か
ら
な
る
（
筆
者
未
見
。『
豊

山
年
表　

改
訂
増
補
』
参
照
）。
も
っ
と
も
当
章
程
を
宗
派
内
の
憲
法
（
＝
宗
制
、
宗
規
、
宗
法
、
寺
法
）
と
見
な
す
べ
き
か
否
か
は
今
後
慎
重
に
検
討
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
当
時
、本
願
寺
派
に
お
い
て
も
寺
法
編
成
会
議
が
行
わ
れ
、明
治
十
三
年
に
は
寺
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
特
に
宗
政
を
執
行
す
る
執
行
規
定
、

集
会
規
定
が
詳
し
い
。
当
時
の
本
願
寺
法
を
検
証
し
た
平
野
氏
に
よ
れ
ば
そ
の
寺
法
は
「
立
憲
主
義
的
」
で
あ
り
、
国
家
の
憲
法
に
先
立
っ
て
制
定
さ
れ
て
い

る
点
で
「
先
進
性
」
を
持
つ
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（
平
野
・
本
多　

二
〇
一
一
、四
五
～
五
八
頁
）。
管
見
の
限
り
、
真
言
宗
に
お
い
て
立
憲
主
義
的
な
憲
法
と

見
な
せ
る
も
の
は
明
治
十
九
年
に
認
可
さ
れ
た
「
真
言
宗
宗
制
」
を
嚆
矢
と
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
、
識
者
の
叱
正
を
乞
う
。

3 

『
智
山
年
表
』『
豊
山
年
表　

改
訂
増
補
』
で
は
八
日
に
大
会
議
終
了
と
あ
る
。
こ
れ
は
八
日
に
東
寺
の
祖
影
前
で
法
楽
を
勤
修
し
た
日
ま
で
を
本
山
会

議
と
見
な
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
審
議
は
『
明
教
』（
八
三
八
、
明
治
十
二
年
七
月
十
二
日
刊
）
に
よ
れ
ば
、
五
日
に
は
終
了
し
て
い
る
。

4 

一
級
か
ら
六
級
ま
で
は
順
に
大
教
正
、
権
大
教
正
、
中
教
正
、
権
中
教
正
、
少
教
正
、
権
少
教
正
に
あ
た
る
。
七
級
以
下
十
四
級
ま
で
は
順
に
大
講
義
、

権
大
講
義
、
中
講
義
、
権
中
講
義
、
少
講
義
、
権
少
講
義
、
訓
導
、
権
訓
導
で
あ
る
。
以
上
、
十
四
級
は
教
導
職
制
に
基
づ
く
階
級
で
あ
り
、
明
治
十
七
年
の

廃
止
に
至
る
ま
で
政
府
が
補
任
の
許
可
を
下
し
て
い
た
。

5 

出
席
者
の
数
は
『
大
会
議
条
款
』
の
署
名
よ
り
計
算
。
た
だ
し
高
志
大
了
（
略
歴
は
後
述
）
の
署
名
は
末
派
総
代
と
六
級
以
上
の
欄
に
重
複
し
て
い
る
。

大
了
は
当
時
、
権
少
教
正
で
あ
り
六
級
以
上
住
職
の
は
ず
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
地
方
末
派
議
員
の
数
を
一
人
減
ら
し
て
五
十
二
名
と
し
た
。　

6 

年
表
と
し
て
は
そ
れ
以
外
に
『
智
山
年
表
［
近
現
代
篇
］』、『
豊
山
年
表　

改
訂
増
補
』
が
参
考
に
な
る
。
第
一
大
成
会
議
か
ら
第
二
大
成
会
議
ま
で
の

流
れ
を
追
う
に
は
『
智
積
院
史
』
が
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
制
度
史
の
観
点
か
ら
は
荒
木
良
仙
氏
の
研
究
（
荒
木　

一
九
二
一
）、
真
言
宗
の
分
否
論

服
部
鑁
海　

一
九
〇
九　
「
布
教
実
歴
談
」（
蓮
生
観
善
筆
記
）、『
真
言
宗
安
心
全
書　

下
』、
九
三
八
～
九
七
四
頁
。

平
野
武
・
本
多
深
諦　

二
〇
一
一　
『
本
願
寺
法
と
憲
法
』、
晃
洋
書
房
。
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争
史
の
視
点
か
ら
は
石
堂
慧
猛
氏
の
研
究
（
石
堂　

一
九
〇
二
）、
真
言
宗
布
教
史
の
観
点
か
ら
は
目
黒
隆
幸
氏
の
研
究
（
目
黒　

一
九
五
六
）、
寺
河
俊
海
氏

の
研
究
（
寺
河　

一
九
七
〇
）、
そ
し
て
高
井
知
弘
氏
の
研
究
（
高
井　

二
〇
〇
七
）
が
、
さ
ら
に
服
部
鑁
海
氏
の
回
顧
記
は
会
議
前
後
のvivid

な
情
報
を
提

供
し
て
い
る
（
服
部　

一
九
〇
九
）。
も
ち
ろ
ん
服
部
氏
の
話
を
鵜
呑
み
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
。
そ
の
他
、
神
亀
（
一
九
三
三
）、
河
野
（
一
九
三
六
）、

奥
野
（
二
〇
〇
二
）、
中
村
（
二
〇
〇
八
）、
田
中
（
二
〇
一
一
）
も
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

7 

明
教
記
者
は
「
景
況
」
と
呼
ぶ
の
で
「
景
況
録
」
と
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、こ
こ
で
は
現
代
人
に
馴
染
み
や
す
い
語
を
用
い
た
。
な
お
記
者
に
よ
る
と
「
緊

要
な
る
廉
々
の
み
を
記
し
」
た
と
す
る
の
で
詳
細
な
記
録
で
は
な
い
。

8 

高
楠
順
次
郎
に
よ
れ
ば
、
神
仏
分
離
令
と
い
っ
て
も
仏
教
撲
滅
の
政
策
で
は
な
く
、
神
道
思
想
よ
り
起
こ
る
報
復
的
行
為
と
見
る
べ
き
程
度
の
も
の
で

あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
形
式
破
壊
と
言
い
、
明
治
五
年
以
降
の
仏
教
の
内
容
破
壊
（
す
な
わ
ち
大
教
院
政
策
な
ど
の
こ
と
）
と
区
別
し
て
い
る
（
高
楠　

一
九
三
三
）。
ま
た
高
楠
の
見
解
を
評
価
す
る
谷
川
穣
の
論
考
も
参
照
せ
よ
（
谷
川　

二
〇
一
一
、一
五
～
一
七
頁
）。

9 

明
治
初
期
に
お
い
て
は
宗
教
を
管
掌
す
る
教
部
省
、
そ
の
省
内
で
の
教
化
を
主
目
的
と
す
る
大
教
院
機
関
、
国
家
か
ら
認
定
さ
れ
る
役
職
と
し
て
の
教
導
職
制

（
注
4
も
参
照
）
な
ど
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
詳
細
に
は
触
れ
な
い
。
幕
末
、
明
治
維
新
か
ら
十
年
ま
で
の
国
家
の
宗
教
政
策
、
そ
し

て
そ
れ
に
従
う
仏
教
界
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
の
研
究
成
果
を
網
羅
し
た
谷
川
（
二
〇
一
一
）
の
論
考
を
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。

10 

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
～
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）。
本
山
会
議
、
及
び
本
末
共
同
会
議
に
出
席
。
後
述
の
如
く
本
末
会
議
で
は
議
長
と
し
て
出
席
。

ま
た
明
治
十
八
年
の
一
宗
会
議
に
お
い
て
も
議
長
を
務
め
る
。
明
治
二
十
七
年
能
化（
豊
山
第
五
十
六
世
）。『
密
海
慈
舟
』『
興
教
大
師
行
状
記
』な
ど
著
作
多
し
。

六
十
七
歳
没
。

11 

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
～
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）。
本
山
会
議
に
は
出
席
し
て
い
な
い
が
、
後
述
の
如
く
、
本
末
共
同
会
議
に
出
席
し
て
い
る
。
明

治
二
十
四
年
能
化
（
豊
山
第
五
十
五
世
）。
明
治
二
十
七
年
真
言
宗
長
者
。
六
十
五
歳
没
。

12 

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
～
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）。
本
山
会
議
及
び
本
末
共
同
会
議
に
出
席
。
両
会
議
と
も
主
任
を
務
め
る
（
詳
細
は
後
述
）。
明
治

元
年
神
奈
川
県
金
剛
頂
寺
晋
住
。
八
十
六
歳
没
。

13 

弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
～
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）。
本
山
会
議
及
び
本
末
共
同
会
議
に
出
席
。
両
会
議
と
も
主
任
を
務
め
る
（
詳
細
は
後
述
）。
京
都
・

上
品
蓮
台
寺
住
職
。
明
治
十
六
年
に
は
真
言
宗
宗
制
編
纂
委
員
。
十
九
年
に
は
新
義
派
大
学
林
創
立
事
務
長
等
を
務
め
る
。
著
書
に『
四
恩
略
弁
』。
四
十
七
歳
没
。

14 

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
～
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）。
本
山
会
議
に
は
主
任
と
し
て
出
席
。
但
し
本
末
共
同
会
議
に
は
出
席
し
て
い
な
い
。
安
政
二
年

よ
り
大
阪
・
宝
珠
院
住
職
。
後
に
勧
修
寺
門
跡
。
当
時
四
十
六
歳
。
五
十
六
歳
没
。

15 

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
～
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）。
本
山
会
議
及
び
本
末
共
同
会
議
に
出
席
。
両
会
議
と
も
主
任
を
務
め
る
（
詳
細
は
後
述
）。
明
治
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十
三
年
東
寺
定
額
位
に
補
さ
れ
る
。
四
十
六
歳
没
。

16 
文
政
六
年（
一
八
二
三
）～
明
治
二
十
六
年（
一
八
九
三
）。
本
山
会
議
に
は
出
席
し
て
い
な
い
が
、後
述
の
如
く
、本
末
共
同
会
議
に
は
出
席
。
文
久
二
年
高
野
山
・

明
王
院
住
職
。
明
治
五
年
神
仏
合
併
大
教
院
議
事
長
。
明
治
十
二
年
無
量
壽
院
住
職
。
著
作
『
三
条
教
憲
和
解
』。
七
十
歳
没
。

17 

七
月
五
日
の
会
議
終
了
時
点
で
後
記
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
前
件
綱
領
三
箇
条
細
目
三
十
節
は
這
回
諸
本
山
列
席
の
上
審
議
を
遂
候
条
。
管
長
選
出

の
後
更
に
一
宗
会
議
を
要
し
て
之
を
大
成
し
而
も
実
際
施
行
の
順
序
を
立
て
宗
制
統
一
の
良
法
を
布
き
・
・
・
」『
明
教
』（
八
四
〇
号
、
明
治
十
二
年
七
月
十
六
日
刊
）。

18 

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
～
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）。
明
治
二
十
年
、
目
白
僧
園
開
設
。
明
治
三
十
二
年
、
仁
和
寺
門
跡
（
翌
年
四
月
職
を
辞
す
）。
明

治
三
十
九
年
日
露
戦
争
戦
死
者
廻
向
の
た
め
朝
鮮
満
州
を
巡
錫
。
著
作
『
密
宗
安
心
義
章
』『
仏
教
大
意
』
な
ど
多
数
。
八
十
三
歳
没
。
本
山
会
議
に
は
出
席

し
て
い
な
い
が
、
本
末
共
同
会
議
に
は
主
任
長
と
し
て
出
席
し
て
い
る
（
後
述
）。

19 

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
～
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）。
明
治
二
十
六
～
二
十
七
年
、
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
会
議
に
出
席
。
そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
巡
遊
。

明
治
三
十
九
年
仁
和
寺
門
跡
、
御
室
派
管
長
、
真
言
宗
連
合
京
都
大
学
総
理
。
明
治
四
十
一
年
古
義
真
言
宗
各
派
連
合
総
裁
。
大
正
九
年
高
野
派
管
長
。
七
十

歳
没
。
後
述
す
る
よ
う
に
本
山
会
議
に
は
出
席
し
て
い
な
い
が
、
本
末
共
同
会
議
に
は
参
加
し
て
い
る
。

20 

「
余
は
当
初
よ
り
西
京
会
議
（
六
月
開
催
の
本
山
会
議
。
筆
者
注
）
の
決
は
至
重
の
要
目
な
れ
ば
本
末
均
し
く
議
定
す
べ
き
も
の
な
り
と
信
ぜ
し
如
く
這
回
の

六
条
も
亦
た
本
末
均
し
く
議
定
す
べ
き
も
の
な
り
と
信
ず
る
な
り
。
夫
れ
今
日
は
主
任
諸
君
（
大
崎
行
智
な
ど
。
筆
者
注
）
の
配
慮
せ
ら
る
る
如
く
旧
習
に
慣

例
し
て
擅
行
す
べ
き
の
時
に
あ
ら
ず
。
況
ん
や
僧
伽
の
真
相
た
る
和
合
の
本
旨
た
る
必
ら
ず
乳
水
一
味
以
て
融
会
す
べ
き
に
お
い
て
お
や
。
況
ん
や
本
山
の
み

に
偏
し
、
末
派
の
み
に
局
り
議
定
す
べ
か
ら
ざ
る
に
お
い
て
お
や
」。
い
つ
法
龍
が
書
い
た
も
の
か
、
ま
た
十
月
三
十
日
付
の
達
書
を
知
っ
て
い
た
の
か
は
不
明
。

た
だ
し
内
容
か
ら
推
し
て
会
議
直
前
十
一
月
十
日
以
前
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

21 

本
山
会
議
で
は
各
山
総
代
議
員
と
し
て
出
席
し
て
い
る
。

22 

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
～
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）。
後
に
横
浜
・
増
徳
院
住
職
と
な
る
。
明
治
十
八
年
、
古
義
大
学
林
創
立
委
員
と
な
り
翌
十
九
年
学

務
係
と
な
る
。
三
十
九
歳
没
。
本
山
会
議
に
は
出
席
し
て
い
な
い
。

23 

本
山
会
議
は
各
山
総
代
議
員
と
し
て
出
席
し
て
い
る
。

24 

本
山
会
議
で
は
各
山
総
代
議
員
と
し
て
出
席
し
て
い
る
。

25 

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
～
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
六
）。
明
治
二
十
年
、
伊
予
・
仙
龍
寺
住
職
。
著
作
『
空
拳
夜
話
』『
教
示
章
講
義
録
』
な
ど
。
六
十
四
歳
没
。

本
山
会
議
に
は
出
席
し
て
な
い
。
な
お
鑁
海
の
回
顧
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
彼
は
本
末
共
同
会
議
に
出
席
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
っ
た
も
の
の
議
員
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
本
山
会
議
に
出
席
し
た
楠
玉
諦
（
一
八
一
八
～
一
八
九
九
）
に
面
会
し
た
。
玉
諦
が
本
末
会
議
に
出
席
し
な
い
こ
と
を
知
る
と
彼
は
代
理
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出
席
の
意
志
を
表
示
し
た
と
い
う
。
結
局
、
鑁
海
は
玉
諦
の
代
理
と
し
て
出
席
で
き
た
の
だ
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
費
用
は
鑁
海
の
負
担
で
あ
っ
た
ら
し

い
（
服
部 

一
九
〇
九
、九
五
一
～
九
五
二
頁
）。

26 

第
一
条　

宗
意
安
心
ヲ
一
体
シ
、
併
セ
テ
布
教
ノ
体
裁
ヲ
一
ニ
ス
ル
件

 

蓋
シ
、智
目
行
足
、入
清
涼
地
ハ
龍
樹
ノ
垂
訓
、安
心
立
行
ハ
顕
密
ノ
通
規
ナ
リ
。
故
ニ
大
日
経
ノ
初
入
真
言
門
住
心
品
ニ
先
真
言
行
者
ノ
安
心
ヲ
説
玉
フ
。
其
要
、

如
実
知
自
心
ノ
句
ヲ
出
テ
ス
。
此
自
心
浄
菩
提
ノ
本
末
ノ
因
縁
ヲ
開
テ
三
句
五
転
ト
ス
。
此
三
句
五
転
ノ
中
ニ
一
切
万
行
ヲ
摂
ス
。
然
ル
ニ
是
等
ノ
法
門
、
何

ヲ
以
テ
宗
ト
ス
ト
ナ
ラ
ハ
、
三
平
等
ヲ
以
テ
宗
ト
ス
。
謂
ク
、
自
心
ト
衆
生
ト
ノ
三
業
ト
、
本
尊
諸
尊
ノ
三
密
ト
、
一
相
一
味
ノ
曼
荼
羅
ニ
シ
テ
、
平
等
々
々

倶
ニ
第
一
際
妙
極
ノ
境
ニ
住
ス
。
故
ニ
自
心
本
来
即
仏
ノ
理
決
定
セ
リ
。
今
此
宗
ニ
入
モ
ノ
ハ
、
先
阿
闍
梨
ニ
随
テ
此
教
理
ヲ
聴
聞
信
受
シ
、
安
心
決
定
シ
了

テ
三
摩
耶
戒
ノ
真
言
等
ヲ
授
伝
シ
、
晝
夜
四
時
日
課
ヲ
行
シ
、
往
生
浄
土
ノ
勝
行
ヲ
修
ス
ル
人
ヲ
正
ニ
初
テ
真
言
門
ノ
行
者
ト
ス
。

 

問
、
所
示
ノ
如
キ
ハ
高
尚
ニ
シ
テ
劣
機
ノ
堪
ル
所
ニ
ア
ラ
ス
。
曰
、
爾
ラ
ス
。
若
人
此
旨
ヲ
聞
テ
一
念
信
受
ス
レ
ハ
即
一
ノ
即
身
往
生
、
念
々
相
続
ス
レ
ハ
念
々

ノ
往
生
ナ
リ
。
何
ノ
難
キ
カ
之
ア
ラ
ン
。
余
教
超
絶
ノ
深
旨
爰
ニ
ア
リ
。
本
宗
ノ
教
職
タ
ル
モ
ノ
深
ク
此
旨
ヲ
体
シ
テ
自
行
化
他
ス
ヘ
シ
（『
大
会
議
条
款
』、

三
六
三
頁
）。

27 

第
一
節　

所
詣
ノ
浄
土
ハ
、
機
ノ
性
欲
ニ
従
テ
安
養
都
率
等
ノ
不
同
ア
ル
モ
、
彼
此
渉
入
シ
、
并
ニ
皆
同
毘
盧
遮
那
十
界
輪
円
ノ
身
土
ニ
シ
テ
唯
佛
唯
心
ナ
リ
。

阿
闍
梨
此
安
心
ヲ
以
テ
広
ク
示
教
利
喜
ス
ヘ
シ
。
但
、
宗
意
安
心
章
ハ
追
テ
編
製
頒
布
ス
ヘ
シ
（『
大
会
議
条
款
』、
三
六
三
頁
）。

28 

第
二
節　

三
密
為
宗
ヲ
忘
レ
ス
、
劣
機
ノ
為
メ
ニ
ハ
単
ニ
真
言
ノ
功
徳
ヲ
説
ク
等
モ
固
ヨ
リ
妨
ケ
ナ
シ
ト
ス
。
但
、
此
中
自
ラ
三
力
ヲ
具
ス
レ
ハ
偏
ニ
他
力
ヲ

主
張
ス
ル
宗
ト
濫
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
ヲ
要
ス
。
且
ツ
対
弁
門
ト
安
心
門
ト
混
ス
ヘ
カ
ラ
ス
（『
大
会
議
条
款
』、
三
六
三
頁
）。

29 

た
だ
し
明
治
十
七
年
四
月
二
十
六
日
か
ら
の
第
二
大
成
会
議
に
お
い
て
雲
照
の
掲
げ
る
三
学
主
義
、
そ
れ
に
基
づ
く
一
宗
画
一
は
挫
折
す
る
。
そ
の
背
景
に

は
新
古
分
離
を
主
張
す
る
新
義
派
の
存
在
、
ま
た
は
画
一
主
義
で
あ
っ
て
も
末
寺
を
全
て
東
寺
に
帰
一
さ
せ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
末
寺
を
従
来
の
各
本
山
に
所

属
の
ま
ま
東
寺
に
帰
一
す
る
の
か
、
と
い
う
議
論
の
存
在
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（『
智
積
院
史
』
第
二
編
、
一
一
九
頁
）。
な
お
そ
れ
か
ら
一
年
半
が
経
ち
明
治

十
八
年
十
月
に
行
わ
れ
た
本
末
共
同
会
議
（
第
二
大
成
会
議
の
延
長
と
も
さ
れ
る
）
に
雲
照
は
参
加
し
て
い
な
い
。

30 

た
と
え
ば
七
月
の
時
点
で
は
「
総
本
山
」
と
い
う
言
い
方
を
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
後
の
確
定
条
款
を
見
る
と
「
教
王
護
国
寺
」「
長
者
寺
」
と
訂
正
さ
れ
、「
総

本
山
」
と
い
う
言
い
回
し
は
明
ら
か
に
避
け
ら
れ
て
い
る
。

31 

大
崎
行
智
は
雲
照
の
『
四
大
白
説
』
に
序
言
を
付
し
、
会
議
一
般
の
弊
害
と
し
て
多
数
決
（
多
論
）
が
必
ず
し
も
良
い
方
向
に
い
く
と
は
限
ら
な
い
と
し
、

こ
こ
に
お
い
て
雲
照
和
上
が
四
大
白
説
に
依
拠
し
、
六
和
敬
を
主
と
し
て
多
数
決
を
取
る
べ
き
と
し
た
、
と
す
る
（
草
繋　

一
九
一
四
、
下
巻
、
一
八
〇
～

一
八
一
頁
）。
な
お
鑁
海
に
よ
る
と
雲
照
は
御
遺
告
を
真
向
に
捧
げ
四
大
白
説
六
和
敬
を
主
張
せ
ら
れ
た
が
、
議
員
の
多
く
は
四
大
白
説
、
六
和
敬
の
意
味
を
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理
解
で
き
ず
に
い
た
。
そ
の
と
き
法
龍
が
ど
ん
ど
ん
質
問
し
、
雲
照
が
い
ち
い
ち
説
明
を
加
え
て
い
く
こ
と
で
、
よ
う
や
く
他
の
議
員
も
理
解
す
る
に
至
っ

た
と
回
顧
さ
れ
て
い
る
（
服
部　

一
九
〇
九
、九
五
二
～
九
五
三
頁
）。
傍
聴
録
に
は
雲
照
と
法
龍
の
や
り
取
り
を
思
わ
せ
る
記
録
が
残
っ
て
い
る
（
傍
聴
録

⑶
参
照
）。

32 

『
毘
奈
耶
雑
事
』
は
巻
三
十
五
以
降
、
釈
尊
涅
槃
前
の
遊
行
行
化
が
説
か
れ
て
い
る
。『
雑
事
』
で
は
最
終
巻
に
お
い
て
五
百
あ
る
い
は
七
百
結
集
の
事
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
が
、
遊
行
行
化
は
結
集
ま
で
の
因
縁
譚
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
巻
三
十
七
も
因
縁
譚
の
文
脈
で
あ
る
。
な
お
、
四
大
白
説
は
い
わ
ゆ
る
四
依

説
中
の「
依
法
不
依
人
」を
説
明
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
人
が
如
来
で
あ
ろ
う
が
、聖
者
で
あ
ろ
う
が
、そ
の
人
の
言
葉
が
法
で
あ
る
仏
語
と
矛
盾
す
れ
ば「
黒

説
」
と
な
る
。
あ
く
ま
で
人
で
は
な
く
仏
語
を
拠
り
所
と
す
べ
き
と
い
う
理
念
で
あ
る
。

33 

『
明
教
』
で
は
こ
れ
以
前
に
ま
ず
前
号
か
ら
続
く
「
大
会
議
規
則
章
程
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
記
者
は
景
況
、
す
な
わ
ち
傍
聴
録
を
記
載
す
る
に

あ
た
り
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
真
言
宗
大
会
議
の
景
況
は
日
々
傍
聴
し
て
其
巨
細
を
見
聞
す
る
ま
ま
悉
く
記
載
し
た
き
は
論
な
け
れ
ど
も
事
多
端
に
し

て
紙
幅
限
り
あ
り
。
且
そ
の
瑣
末
ま
で
記
し
た
れ
ば
と
て
然
ま
で
益
な
き
こ
と
も
な
き
に
非
ざ
れ
ば
唯
其
緊
要
な
る
廉
々
の
み
を
記
す
こ
と
と
な
す
べ
し
。
読

者
幸
い
に
疎
漏
と
の
み
な
咎
め
た
ま
い
そ
」
と
。

34 

会
議
総
則
第
五
条
・
議
場
に
於
て
確
定
す
る
条
款
施
行
の
順
序
を
定
め
緩
急
を
計
り
或
い
は
議
長
の
判
決
な
し
難
き
件
々
を
裁
可
す
る
は
管
長
の
特
権
た
る
べ
き
事
。

35 

九
月
二
十
五
日
付
達
で
は
霊
雲
寺
で
本
末
が
六
ヶ
条
を
審
議
す
る
と
い
う
達
と
と
も
に
、
会
議
に
先
立
ち
地
方
で
小
会
議
を
開
き
「
余
儀
の
見
込
書
」
を
整
頓

し
て
、
前
も
っ
て
郵
送
せ
よ
と
の
通
達
も
な
さ
れ
た
。「
各
地
方
よ
り
出
た
る
建
白
等
の
処
置
」
は
そ
の
見
込
書
の
処
置
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

36 

書
記
章
程
に
よ
る
と
（『
明
教
』
八
九
九
号
）、
第
一
款
で
は
「
議
長
の
指
揮
に
応
じ
て
議
案
一
節
ず
つ
を
朗
読
す
べ
し
」
と
あ
る
。
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
書
記

が
朗
読
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

37 

「
護
国
利
民
往
生
浄
土
の
勝
行
を
云
々
」
と
し
た
い
と
い
う
主
張
。

38 

九
〇
〇
号
で
は
傍
聴
録
掲
載
に
先
立
ち
議
員
の
番
号
と
そ
れ
に
対
応
す
る
議
員
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
記
者
に
よ
れ
ば
こ
の
リ
ス
ト
は
前
号
（
八
九
九
号
）

で
挙
げ
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
印
刷
の
都
合
で
今
回
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

39 

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
～
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）。
当
時
七
十
九
歳
。
会
議
は
東
京
護
国
寺
・
権
少
教
正
と
し
て
出
席
。
明
治
二
年
東
京
護
国
寺
晋
住
。

八
十
三
歳
没
。

40 

略
歴
不
明
。
会
議
当
時
は
高
知
県
隆
禅
寺
権
少
教
正
・
東
禅
城
代
理
、
大
講
義
と
し
て
出
席
。

41 

法
龍
の
見
解
か
、あ
る
い
は
法
龍
が
大
了
の
見
解
を
敷
衍
し
た
も
の
か
、不
確
か
で
あ
る
。
仮
に
法
龍
の
見
解
と
す
る
な
ら
ば
、⒇
で
は
法
龍
が
「
然
ら
ば
」
以
降
、

本
末
共
同
し
て
一
宗
の
安
心
を
議
論
す
べ
し
と
主
張
し
て
お
り
、
今
の
見
解
と
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
矛
盾
な
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
⒆
あ
る
い
は
⒇
に
お
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い
て
雲
照
か
ら
六
和
敬
・
四
大
白
説
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
聞
き
、
考
え
を
変
更
し
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

42 
雲
照
は
四
大
白
説
が
説
か
れ
た
経
緯
を
回
答
し
て
い
る
が
、法
龍
は
「
四
大
白
説
の
う
ち
い
づ
れ
に
あ
り
や
」
と
聞
い
て
お
り
、そ
の
回
答
が
意
味
不
明
で
あ
る
。

雲
照
の
回
答
中
、「
等
」
と
い
う
語
が
あ
る
よ
う
に
、
法
龍
の
質
問
に
対
す
る
雲
照
の
回
答
は
記
者
に
省
略
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

43 

文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
～
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）。
豊
山
第
五
十
三
世
。
明
治
六
年
能
化
と
な
る
。
明
治
十
二
年
七
月
六
日
の
選
挙
に
て
真
言
宗
管
長

に
当
選
す
る
（
翌
年
一
月
ま
で
）。
七
十
五
歳
没
。

44 

傍
聴
録
掲
載
に
先
立
ち
十
一
日
か
ら
の
会
議
に
遅
れ
て
到
着
し
た
七
名
の
議
員
番
号
と
そ
れ
に
対
応
す
る
議
員
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

45 

「
宗
意
安
心
を
一
体
し
併
せ
て
」
の
「
を
一
体
し
併
せ
て
」
を
「
に
根
拠
し
」
に
変
更
し
「
宗
意
安
心
に
根
拠
し
」
に
し
た
い
と
い
う
主
張
。

46 

原
文
に
は
二
十
四
と
あ
り
、「
番
」
を
欠
く
。

47 

何
が
章
程
に
背
く
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
憶
測
に
す
ぎ
な
い
が
議
場
章
程
第
九
条
「
動
議
質
問
共
一
名
の
応
答
を
結
了
せ
ざ
る
以
前
に
他
の
議
員
の
発
論

を
許
さ
ざ
る
事
」
に
抵
触
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
く
。

48 

高
志
大
了
著
『
野
根
教
相
和
会
論
』
明
治
十
年
二
月
出
版
。
真
言
宗
内
の
事
教
相
の
和
会
を
主
張
し
て
い
る
。
特
に
教
学
上
、
新
古
義
の
解
釈
が
異
な
る
自
証

極
位
説
黙
、
至
極
の
重
の
有
相
無
相
、
能
造
の
一
具
多
具
、
所
執
の
捨
不
捨
の
諸
説
に
つ
い
て
会
通
す
る
こ
と
が
可
能
と
論
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
大
了
の
著
書

で
主
張
さ
れ
て
い
る
教
学
の
会
通
論
は
、
安
心
統
一
の
論
理
と
一
致
す
る
と
法
龍
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

49 

管
長
演
説
の
旨
趣
「
曩
に
本
宗
諸
本
山
の
龍
象
を
会
同
し
て
宗
制
画
一
の
練
議
を
盡
く
せ
り
。
今
や
末
徒
に
諮
詢
す
べ
き
の
条
節
数
款
を
挙
示
し
て
各
位
に

問
議
す
。
乞
う
忌
諱
を
忘
れ
て
法
灯
を
将
に
消
え
ん
と
す
る
に
膏
さ
し
智
囊
を
傾
け
て
教
綱
を
未
だ
堕
さ
ざ
る
に
張
ら
ん
こ
と
を
」。
な
お
こ
の
演
説
は
『
大

会
議
条
款
』
で
は
「
会
議
告
文
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、そ
れ
と
比
較
す
る
と
語
句
の
修
正
・
加
筆
等
が
見
ら
れ
る
。
特
に
「
練
議
を
盡
せ
り
」
の
後
「
今

や
末
徒
に
諮
詢
す
べ
き
の
」
が
、「
今
亦
本
末
を
会
同
せ
し
め
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
変
更
の
背
景
に
は
、
法
龍
と
大
了
な
ど
の
議
論
が
影
響
し
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。

50 

こ
れ
以
降
の
傍
聴
録
に
ル
ビ
が
振
ら
れ
る
単
語
は
『
明
教
』（
九
〇
三
）
の
「
開
場
」
の
み
で
あ
る
。

51 

明
治
十
二
年
四
月
に
内
務
省
よ
り
通
達
さ
れ
た
管
長
別
置
の
廃
止
指
示
の
こ
と
。

52 

ど
の
原
案
を
指
す
か
不
明
。
な
お
注
49
に
挙
げ
た
管
長
演
説
の
中
に
は
「
末
徒
に
諮
詢
す
べ
き
云
々
」
と
あ
る
。

53 

審
議
し
て
い
る
第
一
条
と
は
別
の
案
を
、
あ
る
編
成
委
員
が
準
備
し
て
い
た
模
様
で
、
そ
れ
を
参
考
ま
で
に
読
ま
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

54 

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
～
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）。
当
時
四
十
六
歳
。
会
議
は
京
都
府
教
王
護
国
寺
代
理
・
大
講
義
と
し
て
、ま
た
副
議
長
と
し
て
出
席
。

明
治
二
十
二
年
金
剛
峯
寺
座
主
。
明
治
二
十
三
年
真
言
宗
長
者
。
七
十
三
歳
没
。
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55 
「
原
案
の
儘
」
と
は
先
に
挙
げ
た
第
一
条
議
案
の
ま
ま
と
い
う
こ
と
。
確
か
に
『
大
会
議
条
款
』
の
第
一
条
と
傍
聴
録
掲
載
の
第
一
条
素
案
［
傍
聴
録
⑹
］
と

で
は
変
更
点
は
見
当
た
ら
な
い
。

56 

こ
の
第
一
節
が
先
に
挙
げ
た
案
「
秘
密
安
心
は
先
徳
の
諸
章
及
び
即
今
諸
彦
の
意
を
纂
め
て
追
て
一
篇
を
編
製
し
頒
布
す
べ
き
も
の
と
す
」［
傍
聴
録
⑹
］
を
検
討
し

て
い
る
の
か
は
不
明
。
後
に
は
雲
照
に
よ
り
原
案
の
「
性
欲
」
が
説
明
さ
れ
る
が
［
傍
聴
録
�
］、
先
の
第
一
節
案
［
傍
聴
録
⑹
］
に
は
「
性
欲
」
と
い
う
語
は
無
く
、

む
し
ろ
「
所
詣
の
浄
土
は
機
の
性
欲
に
従
て
」
云
々
と
い
う
最
終
的
に
確
定
さ
れ
た
別
の
第
一
節
（
注
27
参
照
）
の
素
案
を
検
討
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

57 

天
蘆
懐
円
（
一
七
四
六
～
一
八
二
五
）
著
『
安
心
小
鏡
』
で
は
上
中
下
の
三
根
に
分
け
て
安
心
を
説
く
。
上
根
は
即
身
成
仏
の
機
根
、
中
根
は
往
生
浄
土
の
機
根
、

下
根
は
現
世
に
一
分
の
悟
証
を
得
よ
う
と
し
て
修
行
す
る
機
根
。
上
根
は
大
日
如
来
の
悉
地
、
中
根
は
兜
率
天
に
住
す
悉
地
、
下
根
は
高
野
山
の
巌
窟
に
入
定
し
て

三
会
の
暁
を
待
つ
悉
地
を
得
る
と
さ
れ
る
。

58 

鑁
海
に
よ
る
と
、
当
会
議
に
出
席
し
て
い
な
い
別
所
栄
厳
（
一
八
一
四
～
一
九
〇
〇
）
は
『
安
心
小
鏡
』
を
安
心
と
す
る
こ
と
に
大
い
に
賛
成
し
た
け
れ
ど
も
、

当
会
議
の
主
任
長
で
あ
る
雲
照
は
「
絶
対
的
に
こ
れ
を
拒
否
」
し
た
と
い
う
。
そ
こ
で
五
人
の
碩
徳
（
注
60
参
照
）
に
託
し
て
新
た
に
安
心
章
を
編
成
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
述
べ
る
（
服
部　

一
九
〇
九
、九
五
三
頁
）。
し
か
し
傍
聴
録
に
は
そ
れ
を
示
唆
す
る
雲
照
の
発
言
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。

59 

「
議
事
の
体
裁
が
替
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
不
明
。
こ
れ
以
降
に
相
憲
が
六
番
の
議
員
と
し
て
発
言
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
関
わ
る
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

60 

五
人
と
は
、
高
岡
増
隆
、
佐
伯
旭
雅
（
一
八
二
八
～
一
八
九
一
）、
上
田
照
遍
（
一
八
二
八
～
一
九
〇
七
）、
釈
雲
照
、
小
野
方
賢
宝
（
略
歴
は
注
65
参
照
）。

こ
の
決
定
に
あ
る
よ
う
に
、
当
会
議
に
出
席
し
て
い
な
い
旭
雅
、
照
遍
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。

61 

後
に
確
定
さ
れ
た
第
一
節
（
注
27
）
を
見
る
と
「
所
詣
の
浄
土
は
機
の
性
欲
に
従
て
安
養
都
率
等
の
不
同
あ
る
も
彼
此
渉
入
し
並
に
皆
同
毘
盧
遮
那
十
界
輪
圓

の
身
土
に
し
て
唯
仏
唯
心
な
り
・
・
・
」（
波
線
筆
者
）
と
あ
る
。
審
議
し
て
い
る
素
案
は
こ
れ
に
近
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

62 

『
大
会
議
条
款
』
第
一
条
・
第
一
節
に
つ
い
て
は
注
27
参
照
。

63 

原
案
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
確
定
し
た
第
二
節
（
注
28
）
と
大
差
な
い
と
思
わ
れ
る
。

64 

略
歴
不
明
。
大
成
会
議
当
時
は
大
阪
府
勝
寶
寺
・
中
講
義
（
た
だ
し
署
名
記
事
で
は
盛
秀
と
あ
る
）
と
し
て
出
席
。

65 

文
政
十
一
年（
一
八
二
八
）～
明
治
十
七
年（
一
八
八
四
）。
会
議
に
は
新
潟
県
普
光
寺
・
少
教
正
と
し
て
出
席
。
当
時
五
十
二
歳
。
新
潟
県
普
光
寺
住
職
。
五
十
七
歳
没
。

66 

注
28
に
挙
げ
た
第
二
節
中
「
固
よ
り
妨
げ
な
し
と
す
」
以
前
の
案
は
「
を
要
す
」
と
あ
っ
た
よ
う
だ
。

67 

『
大
会
議
条
款
』
第
一
条
・
第
二
節
に
つ
い
て
は
注
28
参
照
。

68 

審
議
内
容
を
追
う
限
り
、第
三
節
素
案
は
決
定
さ
れ
た
第
三
節
と
多
少
異
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
大
会
議
条
款
』第
三
条
・
第
三
節
は
こ
う
あ
る
。「
第

三
節　

法
務
所
内
ニ
布
教
課
ヲ
置
キ
、
布
教
上
ノ
庶
務
ヲ
担
任
セ
シ
メ
、
体
裁
画
一
振
起
隆
盛
ヲ
謀
ラ
シ
ム
ヘ
キ
事
。
但
、
自
今
、
説
教
習
練
場
ヲ
総
黌
内
ニ
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設
ク
ル
モ
ノ
ト
ス
」。
ま
た
こ
の
直
後
に
旧
案
の
第
三
節
も
議
論
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
内
容
は
不
明
。

69 
「
勧
奨
」
と
い
う
語
は
、「
勧
財
」
と
い
う
宗
教
的
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
語
を
想
起
さ
せ
る
か
ら
不
都
合
だ
と
い
う
こ
と
か
。

70 

「
教
師
習
練
」
と
い
う
複
合
語
に
つ
い
て
、「
教
師
」
と
あ
り
、「
習
練
」
と
あ
る
の
は
、訓
練
す
る
人
・さ
れ
る
人
を
混
乱
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
不
都
合
だ
と
い
う
こ
と
か
。

71 

「
師
範
学
校
」
と
い
う
語
句
が
、教
え
る
側
「
師
範
」
と
教
え
ら
れ
る
側
「
学
校
」
を
複
合
語
に
し
て
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
問
題
な
い
、と
い
う
こ
と
か
。

72 

後
の
明
治
十
四
年
の
第
二
回
布
教
会
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
「
布
教
会
議
条
款
」
中
、「
第
一
条　

説
教
習
練
ノ
課
ヲ
置
キ
布
教
師
ヲ
培
養
ス
ル
ノ
件
」「
第

二
条　

説
教
師
派
出
章
程
ヲ
定
ム
ル
件
」
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

73 

略
歴
不
明
。
大
成
会
議
当
時
は
茨
城
県
楽
法
寺
・
大
講
義
と
し
て
出
席
。『
智
山
人
名
辞
典
』
で
は
仲
小
路
と
あ
る
。
そ
こ
で
は
明
治
十
九
年
新
義
大
学
林
委

員
事
務
担
当
を
務
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
明
教
新
誌
、
大
成
会
議
、
土
宜
法
龍


